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ま
た
、
百
歳
も
生
き
る

と
な
る
と
、
何
ら
か
の
疾
患

や
障
害
を
持
つ
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
支

え
る
の
は
、程
よ
く
自
立
を

支
え
、「
で
き
る
」を
引
き
出

す
、
個
別
化
し
た
福
祉
機

器
や
コ
ミュニテ
ィ
で
す
。「
今

日
の
体
調
で
あ
れ
ば
ち
ょ

う
ど
登
り
き
る
こ
と
が
で
き

る
階
段
」
な
ど
、
住
宅
イ
ン

フ
ラ
も
変
わ
っ
て
い
く
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

人
工
知
能
や
３
Ｄ
・
Ｘ

Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の
進
化
に
よ

り
、
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た

ハ
ー
ド
ウ
ェア
を
気
軽
に
作

る
ハ
ー
ド
ル
は
大
き
く
下
が

っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。車
椅
子

等
の
自
動
走
行
、
パ
ー
ソ
ナ

ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
実
現
に

よ
り
、
移
動
も
容
易
に
な

り
ま
す
。ま
た
、
身
体
が
弱

っ
て
も
、
Ｖ
Ｒ
を
介
し
て
支

え
る
側
に
回
る
こ
と
が
で

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュニ
テ

ィ
が
「
島
宇
宙
」
の
よ
う
に

生
ま
れ
ま
す
。

　

複
数
の
マ
イ
ク
ロ
ジ

ョ
ブ
を
抱
え
る
人
、
複
数

拠
点
で
生
活
す
る
人
が

増
え
る
中
で
、
そ
の
日
の

体
調
に
合
わ
せ
て
役
割

を
持
つ
こ
と
も
し
や
す

く
な
っ
て
い
る
か
と
思

い
ま
す
。

　

そ
う
な
る
と
「
健
康
」

と
い
う
概
念
自
体
が
再

定
義
さ
れ
て
い
く
で
し

ょ
う
。
こ
う
し
た
福
祉
、

そ
し
て
一
人
一
人
の
存

在
を
受
け
止
め
、
支
え
る

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
可
能
性

は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
人
や
先
端

技
術
が
ア
メ
ー
バ
的
に

連
な
っ
て
い
く
こ
と
で
、

社
会
と
し
て
の
「
バ
ネ

力
」
が
高
ま
る
の
で
は
な

い
か
。
こ
の
Ｗ
Ｇ
が
示
し

た
２
０
４
０
年
の
理
想

的
な
健
康
・
医
療
・
介
護

の
姿
は
、
海
外
で
も
関
心

が
高
く
、
問
い
合
わ
せ
が

来
て
い
ま
す
。
今
後
も
厚

生
労
働
省
や
関
係
省
庁

と
連
携
し
な
が
ら
、
国
内

外
の
幅
広
い
方
々
と
、
丁

寧
な
議
論
、
そ
し
て
将
来

を
見
据
え
た
技
術
開
発

や
社
会
シ
ス
テ
ム
の
設

計
等
を
重
ね
、
日
本
、
そ

し
て
世
界
に
貢
献
で
き

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

―
―　

月
に
は
日
本
で

１０

「
Ｇ　

保
健
大
臣
会
合
」

２０

が
開
催
さ
れ
ま
す
ね
。

　

昨
年
か
ら
、
秋
に
「H

ealthcare
Innovation

W
eeks

Asia-Japan

」
を

１
週
間
程
度
開
催
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
海

外
か
ら
こ
の
分
野
の
要

人
・
有
識
者
が
大
勢
来
日

し
ま
す
の
で
、
約
１
か
月

間
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
関
係

す
る
イ
ベ
ン
ト
（
国
際
福

祉
機
器
Ｈ
�

Ｃ
�

Ｒ
�　

B
ioJapan

、
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ

Ｃ
な
ど
）
を
束
ね
て
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

日
本
を
ヘ
ル
ス
ケ
ア

分
野
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ハ
ブ
と
し
て
、
し
っ
か

り
発
信
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

―
―
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

ワ
ー
ク
を
ベ
ー
ス
と
し
な
が

ら
、
地
域
や
国
を
も
越
え

て
補
完
し
合
う
、
日
本
の

質
の
高
い
医
療
で
世
界
に

貢
献
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　

ま
た
、周
辺
の
住
宅
・
都

市
・
衣
食
住
の
よ
う
な
あ
ら

ゆ
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
「
健
康
の

イ
ン
フ
ラ
」
に
な
る
こ
と
で
、

労
働
の
流
動
化
が
進
ん
で

も
、
働
き
方
や
働
く
場
所

に
限
ら
ず
、
取
り
残
さ
れ

る
人
が
減
り
ま
す
。
孤
立

し
た
人
が
う
ー
ー
ん
と
な
ら

な
い
。

　

ア
バ
タ
ー
が
行
動　
　

　

パ
タ
ー
ン
や
表
情　
　

　

か
ら「
元
気
予
報
」

　

今
は
本
人
が
不
調
に
気

づ
か
な
け
れ
ば
医
師
が
診

療
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す

が
、例
え
ば
日
常
の
中
で
寄

り
添
っ
て
く
れ
る
ア
バ
タ
ー

が
、
ス
マ
ホ
や
Ａ
Ｉ
ス
ピ
ー

カ
ー
の
よ
う
な
生
活
家
電

等
か
ら
常
に
不
調
の
サ
イ
ン

を
拾
い
、ベス
ト
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
あ
る

い
は
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
に
よ
る
互

助
へ
誘
導
し
て
く
れ
れ
ば
、

需
要
が
爆
発
す
る
都
市
部

に
あ
っ
て
も
最
適
な
治
療
や

支
え
が
受
け
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
ア
バ
タ
ー
は
、
行
動

パ
タ
ー
ン
や
表
情
か
ら「
心
」

を
見
え
る
化
し
、毎
日「
元

気
予
報
」
す
る
な
ど
、
そ
っ

と
個
人
の
価
値
観
に
あ
っ
た

ウ
ェル
ビ
ィ
ー
ン
グ
を
支
え
ま

す
。

　

自
動
走
行
車
椅
子　

　

な
ど
社
会
参
画
を　

　

支
え
る
個
別
化
し　

　

た
イ
ン
ク
ル
ー
ジ　

　

ョ
ン
テ
ッ
ク

ん
。

―
―
健
康
・
医
療
・
介
護

の
世
界
で
、
人
と
先
端
技

術
が
共
生
す
る
時
代
が
来

る
の
で
す
ね
。

　

今
年
３
月
に
、
Ｗ
Ｇ
の

中
間
と
り
ま
と
め
が
さ
れ

ま
し
た
。人
手
不
足
、
地
域

間
格
差
と
い
う
将
来
リ
ス

ク
が
あ
っ
て
も
、「
人
と
先
端

技
術
が
共
生
し
、
一
人
ひ

と
り
の
生
き
方
を
共
に
支

え
る
次
世
代
ケ
ア
」
を
実

現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く

の
日
本
国
民
が
幸
せ
な

「
人
生
百
年
時
代
」
を
迎

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

日
本
は
、
特
定
の
富
裕

層
だ
け
が
百
五
十
歳
、
二

百
歳
ま
で
生
き
ら
れ
る
社

会
は
望
ま
な
い
の
で
は
な
い

か
。国
民
一
人
ひ
と
り
が
自

分
に
合
っ
た
形
で
納
得
で
き

る
人
生
を
全
う
で
き
る
こ

と
、
選
択
の
多
様
性
、
人
の

在
り
方
の
多
様
性
を
受
け

止
め
る
こ
と
、そ
の
分
コス
ト

は
か
か
る
が
、
そ
こ
を
突
破

し
よ
う
と
い
う
議
論
が
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
れ
に
は
、医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
供
給
側
の
生
産

性
向
上
や
イ
ン
フ
ラ
の
ス

マ
ー
ト
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、

患
者
・
個
人
一
人
ひ
と
り

の
主
体
化
を
支
え
る
こ
と

や
、
新
た
な
関
係
性
の
形

成
が
必
要
。
こ
れ
ま
で
の

「
治
す
／
治
さ
れ
る
」「
お

世
話
す
る
／
さ
れ
る
」と
い

う
関
係
か
ら
、
誰
も
が
先

端
技
術
や
イ
ン
フ
ラ
を
活

用
し
て
支
え
手
に
な
り
、共

に
助
け
合
う
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
」
の
協
働
関
係
に
な
っ

て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
が
Ｗ

Ｇ
の
報
告
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
よ
り
主

体
的
に
自
身
の
ウ
ェ
ル
ビ

ィ
ー
ン
グ
に
関
わ
る
時
代
が

来
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

時
間
・
空
間
制
約
を　

　

超
え
て
必
要
十
分　

　

な
医
療
に
ア
ク
セ
ス

　

た
と
え
ば
、時
間
・
空
間

の
制
約
を
超
え
て
、急
変
や

発
作
を
事
前
に
察
知
す
る

よ
う
な
医
療
イ
ン
フ
ラ
の
ス

マ
ー
ト
化
が
で
き
れ
ば
、
僻

地
で
暮
ら
す
こ
と
を
選
ん

で
も
、
必
要
十
分
な
医
療

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
が

実
現
で
き
ま
す
。

　

僻
地
の
課
題
は
、
医
療

イ
ン
フ
ラ
が
十
分
で
な
い
新

興
国
や
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

災
害
時
の
課
題
と
も
共
通

し
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
を
ス

マ
ー
ト
化
す
る
こ
と
で
、
地

域
で
の
医
療
機
能
の
ネ
ッ
ト

の
日
本
は
一
律
で
は
語
れ

な
い
、
つ
ま
り
地
域
差
が

益
々
広
が
り
ま
す
。「
自
治

体
戦
略
２
０
４
０
」
に
も

「
若
者
を
吸
収
し
な
が
ら

老
い
て
い
く
東
京
圏
」
と
あ

る
よ
う
に
、
東
京
は
、
労
働

人
口
は
維
持
す
る
も
の
の
、

こ
れ
か
ら
高
齢
者
が
約
３

割
増
加
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

２
０
４
０
年
を
超
え
て
か

ら
も
特
に
介
護
需
要
の
爆

発
が
続
き
ま
す
。

　

一
方
で
、
地
方
都
市
で

は
、人
口
減
少
に
よ
り
、空

き
地
が
増
え
て
「
ス
ポ
ン
ジ

化
」が
進
み
、人
口
密
度
低

下
に
伴
う
医
療
・
介
護
を

含
む
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
効

率
が
悪
化
、
供
給
不
足
に

陥
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。。

　

国
土
面
積
の
９
割
を
超

え
る
大
都
市
圏
以
外
の
町

村
部
に
つ
い
て
は
、
過
疎
に

伴
い
、医
療
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
や
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
に
向
け
た
取
組
が
課

題
に
な
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
若
返
り　

　

や
技
術
の
発
展
な　

　

ど
い
い
こ
と
も

　

い
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
高
齢
者
の
「
若
返

り
」
や
就
業
率
の
向
上
な

ど
、
人
生
の
歩
き
方
の
ペ
ー

ス
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

今
の　

代
前
半
の
高
齢

７０

者
の
能
力
は　

年
前
の　

１４

６０

代
後
半
と
同
等
だ
と
、
文

部
科
学
省
の
体
力
テ
ス
ト

調
査
か
ら
示
唆
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
し
て
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や

Ａ
Ｉ
、ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、自
動

走
行
、
通
信
の
５
Ｇ
化
な

ど
、
社
会
の
在
り
方
、
医

療
・
介
護
の
在
り
方
に
大

き
な
変
化
を
も
た
ら
し
う

る
技
術
も
発
展
し
つつ
あ
り

ま
す
。「Society5・

0

」で

掲
げ
ら
れ
て
い
る
革
新
の

多
く
は
、あ
と　

年
ほ
ど
で

１０

大
き
く
進
む
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。。

　

２
０
３
０
年
頃
に
完

全
自
動
運
転
が
可
能
に
な

る
と
、
身
体
が
弱
っ
て
も
移

動
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

送
迎
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
在

り
方
も
変
わ
る
で
し
ょ
う
。

通
信
が
５
Ｇ
や
さ
ら
に
先

へ
進
化
を
し
て
い
く
と
、
膨

大
な
デ
ー
タ
を
タ
イ
ム
ラ
グ

な
し
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
送

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。地

域
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

国
を
超
え
た
遠
隔
手
術
も

可
能
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

者
を
迎
え
る
２
０
２
５

年
を
見
据
え
て
さ
ま
ざ
ま

な
取
組
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
さ
ら
に
２
０
４
０
年

を
見
通
す
と
、
現
役
世
代

（
担
い
手
）
の
減
少
が
大
き

な
課
題
と
な
り
、そ
の
後
は

高
齢
者
人
口
す
ら
減
っ
て

い
き
ま
す
。

　

一
方
で
、
第
４
次
産
業

革
命
が
急
速
に
進
展
し
て

い
ま
す
。そ
の
た
め
、未
来
の

医
療
福
祉
分
野
の
在
り
方

を
考
え
る
に
当
たっ
て
、
足

元
に
お
い
て
導
入
さ
れ
る

技
術
が
漸
進
的
に
改
善
し

て
い
く
姿
を
考
え
る
だ
け
で

は
な
く
、「
バッ
ク
キ
ャ
ス
ト

型
」の
議
論
、つ
ま
り
２
０

４
０
年
頃
に
か
け
て
見
込

ま
れ
る
社
会
・
地
域
の
変

化
や
技
術
革
新
を
見
据
え

て
、そ
こ
か
ら
逆
算
し
て「
現

在
」の
戦
略
を
考
え
る
と
い

う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

働
く
人
の
５
人
に　
　

　

１
人
が
医
療
・
介　
　

　

護
現
場
に

―
―
2
0
4
0
年
に
向
け

て
、
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ

う
な
変
化
が
起
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

現
状
の
ま
ま
２
０
４
０

年
を
迎
え
た
場
合
、健
康
・

医
療
・
介
護
は
さ
ま
ざ
ま

な
リ
ス
ク
を
抱
え
ま
す
。

　

ま
ず
、
人
材
不
足
が
深

刻
化
し
ま
す
。
働
く
人
の

５
人
に
１
人
が
医
療
・
介

護
の
現
場
で
働
い
て
や
っ
と

足
り
る
の
で
す
。
さ
ら
に
、

百
歳
以
上
の
超
高
齢
者
が

　

万
人
を
超
え
、
一
人
暮

３０ら
し
の
世
帯
が
全
体
の
約

４
割
と
な
り
、
外
国
人
材

も
増
え
る
中
、医
療
・
介
護

の
需
要
が
拡
大
す
る
と
と

も
に
多
様
化
し
て
い
き
ま

す
。

　

都
市
部
で
は
需
要　

　

が
爆
発
す
る
一
方
、　

　

地
方
で
は
医
療
・
介　

　

護
サ
ー
ビ
ス
の
効　

　

率
が
悪
化

　

さ
ら
に
、
２
０
４
０
年

い
う
目
標
・
将
来
像
や
、必

要
と
な
る
研
究
開
発
等
の

施
策
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働

省
と
経
済
産
業
省
で
連
携

し
て
検
討
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

　

政
府
の「
健
康
・
医
療
戦

略
本
部
」
の
次
世
代
ヘル
ス

ケ
ア
産
業
協
議
会
・
次
世

代
医
療
機
器
開
発
推
進

協
議
会
・
次
世
代
医
療
Ｉ

Ｃ
Ｔ
協
議
会
の
下
に
未
来

イ
ノ
ベ
ー
ション
ワ
ー
キ
ン
グ
・

グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
検
討

を
行
い
ま
し
た
。

　

健
康
・
医
療
・
介
護
の
専

門
職
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
経
営

者
、先
端
技
術
の
専
門
家
、

学
識
者
ま
で
、
ま
さ
に「
医

工
連
携
」の
場
で
し
た
（
座

長：

佐
久
間
一
郎
東
京

大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科
教
授
、
副
座
長：

渋

谷
健
司
東
京
大
学
医
学

部
医
学
系
研
究
科
教
授

（
当
時
））。

　

今
後
益
々
人
口
動
態
が

大
き
く
変
化
し
て
い
き
ま

す
。こ
れ
ま
で
団
塊
の
世
代

が　

歳
以
上
の
後
期
高
齢

７５

　

２
０
４
０
年
頃　
　

　

か
ら
逆
算
し
て　
　
　

　
「
現
在
」の
戦
略
を

―
―
３
月
に
、
厚
生
労
働

省
と
経
済
産
業
省
の
Ｗ
Ｇ

が
「
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

Ｗ
Ｇ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

は
い
、
根
本
厚
生
労
働

大
臣
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の

下
、
昨
年
か
ら
検
討
が
行

わ
れ
て
き
た
「
２
０
４
０

年
を
展
望
し
た
社
会
保

障
・
働
き
方
改
革
本
部
」の

と
り
ま
と
め
が
、
今
年
の
５

月
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、国
民
誰
も
が
、よ

り
長
く
、
元
気
に
活
躍
で

き
る
よ
う
、
①
多
様
な
就

労
・
社
会
参
加
の
環
境
整

備
、②
健
康
寿
命
の
延
伸
、

③
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

改
革
に
よ
る
生
産
性
の
向

上
、
④
給
付
と
負
担
の
見

直
し
等
に
よ
る
社
会
保
障

の
持
続
可
能
性
の
確
保
の

４
つ
の
柱
に
取
り
組
む
こ
と

が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
「
③
医
療
・
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
よ
る
生

産
性
の
向
上
」の
一
環
と
し

て
、
２
０
４
０
年
の
将
来

に
お
け
る
日
常
生
活
を
含

め
た
国
民
の
暮
ら
し
の
中

に
、
先
進
技
術
が
溶
け
込

ん
で
い
る
社
会
シ
ス
テ
ム
と
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3 面
国土交通省
国際建設管理官
川村　謙一氏

6面
日本医療画像システム工業会

会　長
新延　昌雄氏

2面
経済産業省
国際標準課長
黒田　浩司氏

　

日
本
は
、
今
後
ま
す
ま
す
人
口
動
態
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
。
少
子

高
齢
化
で
今
後
現
役
世
代
（
担
い
手
）
の
減
少
が
大
き
な
課
題
と
な
り
つ

つ
あ
る
。
現
状
の
ま
ま
未
来
を
迎
え
た
場
合
、
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は

ど
う
な
る
の
か
。
経
済
産
業
省
を
訪
ね
、
富
原
医
療
・
福
祉
機
器
産
業
室

長
に
話
を
伺
っ
た
。　　
　
　
　
　
　
（
聞
き
手
／
本
紙
代
表
・
高
橋
常
郎
）

２
０
４
０
年「
未
来
」の
医
療
福
祉
分
野
の
姿
・
在
り
方
を
議
論

経
済
産
業
省　

商
務
情
報
政
策
局

　

商
務
・
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

　

医
療
・
福
祉
機
器
産
業
室
長

富
原　

早
夏
氏
に
聞
く

先
端
技
術
や
イ
ン

フ
ラ
を
活
用
し

 

幸
せ
な「
人
生
百
年
時
代
」

誰
も
が
支
え
手
、共
助
の「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
」に 

あ
ら
ゆ
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
が「
健
康
イ
ン
フ
ラ
」に

今
号
の
主
な
記
事
と
顔
ぶ
れ

医療機器特集医療機器特集
（1.2.6 面）（1.2.6 面）

防災・減災のための防災・減災のための
国土強靱化緊急国土強靱化緊急
3カ年対策特集3カ年対策特集
（3.4.5 面）（3.4.5 面）

「人と先端技術が共生し一人ひとりの生き方を共に支える次世代ケア」実現へ

2040 年の理想的な健康・医療・介護の姿
海外でも関心高く、問い合わせも

日本をヘルスケア分野のイノベーションハブに

医療関係者を中心とした、来場者 8万人を超える国内最大規模の展示会。

�会場�

東京ビッグサイト（東京・有明、東京国際展示場）
南展示棟 1・2・3・4ホール＆会議棟
�主催�
一般社団法人日本病院会
一般社団法人日本経営協会
�特別協力�
公益社団法人日本看護協会
E-mail　hsg@noma.or.jp
今年は「健康・医療・福祉の未来をひらく～世代と国境を越えた豊かな共生を目指して
～」をテーマとし、病院をはじめ、保健・医療・福祉分野における質の向上、充実に役
立つ機器、製品、システム、サービスなどを幅広く展示いたします。
【WEBサイト :https://noma-hs.jp/】

「2040 年を展望した社会保障・
働き方改革本部」 4つの柱

①多様な就労・社会参加の環境整備
②健康寿命の延伸
③医療・福祉サービスの改革による生
　産性の向上
④給付と負担の見直し等による社会保
　障の持続可能性の確保
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ま
す
。
難
し
い
手
術
の
確

実
性
が
高
ま
る
と
期
待

さ
れ
、
合
併
症
が
減
る
で

し
ょ
う
。

　

が
ん
摘
出
を
含
む
高

度
な
内
視
鏡
手
術
、
精
密

な
整
形
外
科
手
術
な
ど

を
可
能
に
す
る
技
術
と

し
て
、
精
密
機
械
工
学
、

な
操
作
を
可
能
と
し
ま

す
。
患
者
さ
ん
の
負
担
を

大
き
く
減
ら
し
な
が
ら

安
全
な
手
術
が
で
き
る

の
で
す
。
体
力
の
な
い
高

齢
者
に
は
低
侵
襲
で
有

効
な
手
術
方
式
に
な
り

て
い
ま
す
。

―
―
手
術
ロ
ボ
ッ
ト
に

ニ
ー
ズ
は
あ
る
の
で
す

か
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
は
、
人

間
の
関
節
に
よ
る
制
約

を
超
え
る
よ
う
な
微
細

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、
日
本
の
提

案
に
よ
り
、
医
療
機
器
の

承
認
審
査
の
中
で
は
世

界
的
に
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
治
療
機
器
と
し
て
の

手
術
ロ
ボ
ッ
ト
の
安
全

性
に
関
す
る
国
際
標
準

が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

標
準
は
、
強
制
規
格
化
さ

れ
る
こ
と
で
大
き
な
効

力
を
発
揮
す
る
よ
う
に

な
り
、
企
業
に
お
け
る
国

際
標
準
化
を
活
用
し
た

市
場
獲
得
戦
略
（
ル
ー
ル

形
成
戦
略
）
の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
後
れ

を
取
る
と
大
き
く
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
失
い

ま
す
。
今
回
の
標
準
化
に

よ
り
日
本
企
業
の
先
端

医
療
技
術
の
グ
ロ
ー
バ

ル
市
場
へ
の
導
入
促
進

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

手
術
ロ
ボ
ッ
ト
は
米

国
の
「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」
が

有
名
で
す
が
、
日
本
の
手

術
ロ
ボ
ッ
ト
は
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
数
社
が
頑
張

っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
ド

ク
タ
ー
の
意
見
も
反
映

さ
れ
や
す
く
な
り
、
日
本

の
医
療
の
強
み
を
よ
り

生
か
し
た
手
術
ロ
ボ
ッ

ト
に
な
る
と
期
待
さ
れ

０
６
０
１
�
１
）が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
医
療
機
器

の
設
計
・
開
発
か
ら
廃

棄
・
処
分
に
至
る
ま
で
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
規

格
も
存
在
し
ま
す
。

　

医
療
そ
の
も
の
で
は

な
い
の
で
す
が
、
臨
床
検

査
及
び
体
外
診
断
検
査

シ
ス
テ
ム
、
保
健
医
療
情

報
、
伝
統
的
中
国
医
療

（
鍼
灸
、
漢
方
な
ど
）、

再
生
細
胞
製
造
に
係
る

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、

バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ク
ス
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
組
織
管
理

と
い
っ
た
分
野
が
Ｉ
Ｓ

Ｏ
／
Ｉ
Ｅ
Ｃ
の
Ｔ
Ｃ
（
専

門
委
員
会
）
で
議
論
さ
れ

て
お
り
、
国
際
規
格
が
つ

く
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

―
―
戦
略
的
国
際
標
準

化
加
速
事
業
に
よ
り
、
手

術
ロ
ボ
ッ
ト
の
安
全
性

に
関
す
る
国
際
標
準
が

発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

手
術
ロ
ボ
ッ
ト
は
低

侵
襲
の
外
科
手
術
へ
の

要
求
が
高
ま
る
中
、
微
細

な
作
業
や
制
限
さ
れ
た

視
野
と
い
う
問
題
を
解

決
す
る
機
器
と
し
て
、
多

く
の
国
で
開
発
が
進
め

８
０
０
件
の
国
際
標
準

の
発
行
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

―
―
未
来
投
資
戦
略
２

０
１
８
で
は
、
革
新
的
な

医
療
機
器
等
を
世
界
に

先
駆
け
て
提
案
し
、
国
際

標
準
の
獲
得
を
図
る
と

し
て
い
ま
す
。

　

医
療
機
器
は
人
命
に

係
る
製
品
で
す
か
ら
、
メ

イ
ン
は
製
品
安
全
規
格

で
す
。
こ
こ
は
厚
生
労
働

省
の
医
薬
品
医
療
機
器

等
法
と
深
く
関
わ
る
の

で
、
厚
生
労
働
省
と
情
報

を
共
有
し
て
い
ま
す
。
世

界
で
先
進
的
な
医
療
機

器
を
製
造
で
き
る
の
は
、

欧
米
先
進
国
と
日
本
に

絞
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
分
野
の
製
品
安

全
規
格
に
は
、
診
断
機

器
、
治
療
機
器
な
ど
製
品

ご
と
の
個
別
規
格
と
、
す

べ
て
の
医
用
電
気
機
器

に
共
通
す
る
通
則
と
い

う
共
通
規
格
（
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６

を
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
場
が
立
ち
上

が
る
前
か
ら
世
界
で
標

準
や
規
制
の
議
論
が
な

さ
れ
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
、
日
本
の
産
業
界
が

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に
お

け
る
優
位
を
確
保
す
る

た
め
、
新
規
分
野
の
国
際

標
準
化
戦
略
に
係
る
調

査
研
究
、
標
準
化
の
戦
略

的
活
用
に
係
る
啓
発
・
情

報
提
供
、
次
世
代
標
準
化

人
材
（
国
際
標
準
化
機
関

の
国
際
幹
事
・
議
長
候
補

等
）
の
育
成
を
行
い
ま

す
。

　

本
事
業
は
平
成　

年
２４

度
か
ら　

年
度
ま
で
の

３４

　

年
間
の
事
業
で
、
本
事

１１業
を
通
じ
て
国
際
標
準

を
国
際
標
準
化
機
関
に

提
案
し
、（
３
年
程
度
を

要
す
る
国
際
標
準
化
機

関
で
の
審
議
を
経
て
）
令

和
６
年
度
ま
で
に
累
計

―
―
経
済
産
業
省
の
戦

略
的
国
際
標
準
化
加
速

事
業
の
目
的
は
。

　

第
４
次
産
業
革
命
の

時
代
を
迎
え
、
新
市
場
の

創
造
や
技
術
の
社
会
実

装
の
た
め
に
、
標
準
化
の

戦
略
的
な
推
進
が
極
め

て
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

本
事
業
で
は
、
あ
ら
ゆ

る
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を

つ
な
ぐ
た
め
の
異
業
種

間
連
携
が
必
要
な
分
野

や
、
先
端
技
術
に
関
す
る

ル
ー
ル
の
整
備
に
必
要

と
な
る
分
野
等
に
つ
い

て
、
関
連
技
術
情
報
や
実

証
デ
ー
タ
の
収
集
、
国
際

標
準
原
案
の
開
発
・
提

案
、
国
際
標
準
の
普
及
を

見
据
え
た
試
験
・
認
証
基

盤
の
構
築
等
を
実
施
し

ま
す
。
国
際
標
準
化
に
必

要
な
場
合
は
、
日
本
産
業

規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
の
開
発

　

わ
が
国
の
医
療
機
器
産
業
の
発
展
に
は
、
技
術
開
発
と
国
際
化
戦
略
が

欠
か
せ
な
い
。
日
本
は
医
療
機
器
の
国
際
規
格
で
世
界
を
ど
う
リ
ー
ド
し

て
い
く
の
か
。
経
済
産
業
省
の
黒
田
国
際
標
準
課
長
に
話
を
伺
っ
た
。

（
聞
き
手
／
本
紙
代
表
・
高
橋
常
郎
）

手
術
ロ
ボ
ッ
ト
の
安
全
性
に
関
す
る
国
際
標
準
が
発
行

経
済
産
業
省　

産
業
技
術
環
境
局

　

国
際
標
準
課
長黒

田　

浩
司
氏
に
聞
く

情
報
工
学
（
Ｉ
Ｔ
）、
光

学
、
素
材
工
学
の
垣
根
を

越
え
た
開
発
の
取
組
み

が
日
本
で
も
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
世
界
各
国

で
手
術
ロ
ボ
ッ
ト
が
利

用
さ
れ
る
た
め
に
は
、
各

国
の
法
規
に
基
づ
い
た

有
効
性
・
安
全
性
の
審
査

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ

の
審
査
の
前
提
と
な
る

安
全
性
に
関
す
る
国
際

的
な
基
準
の
開
発
が
有

効
と
言
え
ま
す
。

―
―
治
療
機
器
で
の
日

本
発
の
国
際
標
準
が
続

い
て
い
ま
す
ね
。

　

一
昨
年
は
、
先
端
医
療

機
器
の
光
線
力
学
治
療

機
器
の
安
全
性
に
関
す

る
国
際
規
格
が
、
昨
年
は

同
じ
く
先
端
医
療
機
器

の
低
侵
襲
プ
ラ
ズ
マ
止

血
機
器
の
安
全
性
に
関

す
る
国
際
規
格
が
発
行

さ
れ
、
今
年
は
手
術
ロ
ボ

ッ
ト
の
安
全
性
に
関
す

る
国
際
規
格
へ
と
続
い

て
い
ま
す
。

　

日
本
は
超
音
波
や
内

視
鏡
な
ど
診
断
機
器
の

分
野
で
は
世
界
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
存
在
で
す
が
、

医
療
先
進
国
と
し
て
治

療
機
器
の
分
野
で
も

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取

り
始
め
て
い
ま
す
。
が
ん

の
早
期
摘
出
、
精
密
な
外

科
手
術
な
ど
は
世
界
の

課
題
で
す
。
そ
こ
に
ロ
ボ

ッ
ト
技
術
で
世
界
ト
ッ

プ
に
あ
る
日
本
が
挑
戦

し
、
貢
献
し
て
い
く
こ
と

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に
お
け
る
優
位
を
確
保

日
本
が
提
案
し
、
採
用
さ
れ
る

先
端
技
術
に
よ
る
治
療
機
器
の
輸
出
促
進
へ

戦略的国際標準化加速事業と医療分野の国際標準化について

「規格発行までの経緯と本規格の概要」
　手術ロボットの安全性に関する規格には、産業用ロボットのように機械的な安全性を必要とす
る面と医療側から見た医療機器安全の面も重要なことから、これらの両者の専門家が集まる ISO(
国際標準化機構)と IEC(国際電気標準会議)の合同ワーキンググループが日本を含む7カ国によ
り提案、設置された。
　その後、手術ロボットの安全性に関する規格の議論を 2015 年 7 月より開始。日本からは産業
技術総合研究所のメンバーらが継続的に議論に参画し、中国、ドイツ、韓国、英国、米国など の
専門家との調整を行ってきた結果、2019 年 7 月に国際標準が発行した。
　今回、発行される国際標準 (IEC 80601-2-77:2019 Medical electrical equipment -- Part 2-77: 
Particular requirements for the basic safety and essential performance of robotically assisted 
surgical equipment) の　主なポイントは、以下の通り。
◯内視鏡手術用ロボット、整形外科用ロボットに限らず、幅広い用途の「手術ロボット」に適用
可能。
◯脱着可能な手術器具部分に関する要求事項、例えば脱着部の強度試験。
◯生活支援ロボット安全規格 ISO 13482 などで導入された「保護停止」の採用。
◯ロボットに適した支持機構の強度試験の代替試験法を例示し、安全率要求を緩和。
◯電気手術器 (電気メス )からの電磁妨害に対する耐性の試験方法を例示。
 この 2つの試験方法は我が国で実施している方法、医療機器開発ガイドラインで提案している方
法を元に日本が提案し、採用された。
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写真　「手術ロボット」の例
軟性内視鏡手術システム（慶應義塾大学外科、他）

こ
そ
が
先
進
国
と
し
て

の
役
割
な
の
で
す
。

　

日
本
発
の
手
術
ロ
ボ

ッ
ト
安
全
性
規
格
が
国

際
標
準
と
な
り
、
米
国
は

じ
め
多
く
の
国
・
地
域
で

本
規
格
を
認
知
規
格
、
整

合
規
格
と
す
る
手
続
き

が
始
ま
る
見
込
み
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
本
規
格
へ

の
適
合
性
を
示
す
こ
と

で
日
本
発
の
革
新
的
な

技
術
に
基
づ
く
日
本
の

医
療
機
器
が
ス
ム
ー
ズ

に
評
価
、
承
認
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
の
優
れ
た
機
器

メ
ー
カ
ー
の
先
端
技
術

に
よ
る
治
療
機
器
の
輸

出
促
進
・
海
外
展
開
が
進

み
、
世
界
中
の
患
者
さ
ん

の
救
命
に
貢
献
で
き
ま

す
し
、
日
本
の
産
業
振
興

に
も
つ
な
が
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
本
規
格
に
則
っ

て
設
計
・
生
産
さ
れ
、
安

全
・
安
心
な
医
療
機
器
と

し
て
日
本
の
医
療
機
器

が
世
界
の
医
療
現
場
へ

普
及
し
、
医
療
機
器
産
業

の
競
争
力
強
化
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

本
機
器
を
は
じ
め
と

す
る
日
本
発
の
先
端
医

療
技
術
を
世
界
に
届
け

や
す
く
す
る
た
め
、
国
際

標
準
を
始
め
と
し
た

ル
ー
ル
形
成
の
活
動
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

―
―
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

今年度より実施の医療ヘルスケア分野の国際標準化加速事業テーマと実施者
テーマ：眼科検査機器スペキュラーマイクロスコープ出力データに関する国際標準化
実施者：日本眼科医療機器協会
テーマ：ホウ素中性子補足療法の治療機器に関する国際標準化
実施者：筑波大学
テーマ：再生医療等製品の製造プロセスに有効なチェンジオーバーに関する国際標準化
実施者：澁谷工業
テーマ：人工構造タンパク質に関する国際標準化
実施者：構造タンパク質素材産業推進協会
テーマ：【調査】Ｏｒｇａｎ－ｏｎ－ａ－Ｃｈｉｐに関する標準化調査
実施者：再生医療イノベーションフォーラム
テーマ：【調査】放射線画像診断に関する標準化調査
実施者：日本医学放射線学会
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医療ヘルスケア・その他分野の国際標準化加速事業とテーマ名
医療機器のネットワーク化時代における「内視鏡手術の可視化」を目指したデータ出力規格に関する国際標準化　TC215
歯科用医療機器に関する国際標準化　TC106
低侵襲放射線治療のケアコーディネーション装置に関する国際標準化　TC215
臨床検査のハーモナイゼーション等に関する国際標準化　TC212
疫学的研究データ登録及びトークンに関する国際標準化　TC215
安全性と医療効率の向上を両立するスマート治療室に関する国際標準化　IEC/TC62
MFER( 脳波 ) を医療と環境保護・省エネに役立てる波形符号化に関する国際標準化　TC215
低侵襲な環動態測定法に関する国際標準化　TC121
医療情報交換に関する国際標準化　TC215
コンドームの試験における取扱い方法に関する国際標準化　TC157
オミックス情報に関する国際標準化　TC215
近赤外波長域を利用した医療用画像システムに関する国際標準化
ゲノム解析および多項目遺伝子関連検査に関する国際標準化 TC276
細胞の特性評価ならびに製品製造への応用に関する国際標準化 TC276
遺伝子関連データベースの品質評価に関する国際標準化 TC276
海綿骨モデルを含む脊椎骨周辺のモデルの力学的測定法に関する国際標準化 TC150
バイオミメティクス知識基盤に関する国際標準化 TC266
長期間安定な生体疑似物質を用いた超音波診断装置用ファントムに関する JIS 開発　 －
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日本提案により国際規格として発行した例
〇先端医療機器（光線力学的治療機器）の安全性に関する国際標準
　最先端レーザー治療のひとつとして期待される光線力学的治療（Photodynamic Therapy、以下 PDT）機器は、日本が世界に先駆け
て実用化した治療機器であり、肺がんや食道がん、悪性脳腫瘍等のがん治療における利用の拡大が世界的に見込まれています。世界
各国で機器が利用されるためには、各国の強制法規に基づき、医療機器としての安全性などの審査が必要となりますが、その審査基準の
前提となる個別安全性の国際規格を日本が提案し、IEC60601-2-75として発行されました。

〇先端医療機器（低侵襲プラズマ止血機器）の安全性に関する国際標準
　プラズマ技術は、次世代の医療技術として、手術中の止血に伴う熱損傷を生じない低
侵襲性の外科用止血機器を始めとする治療機器分野での応用が期待されています。こう
した中、医療用のプラズマ機器を医療現場で効果的に使用するため、その評価基準や医
学的再現性の担保が求められています。
　また、世界各国で医療機器として利用されるためには、各国の強制法規に基づき、安全
性の審査が必要となりますが、その審査基準の前提となる安全性に関する国際標準の開
発が有効と言えます。こうした状況を踏まえ、日本から、医療用プラズマ機器（低侵襲性プ
ラズマ止血機器）の安全性に関する標準を提案、IEC 60601-2-76として発行されました。

医療分野 国内最大の展示会 国際モダンホスピタルショウ 2019
テーマ : 健康・医療・福祉の未来をひらく～世代と国境を越えた豊かな共生を目指して～

会期：2019 年 7月 17日 (水 )～ 19日 (金 )
開催時間：10:00 ～ 17:00 

会場：東京ビッグサイト 南展示棟 1・2・3・4ホール /会議棟

　一般社団法人日本病院会 /一般社団法人日本経営協会は、「国際モダンホスピタルショウ 2019」を 7月 17 日 ( 水 ) ～ 19 日 ( 金 ) の 3 日間、東京ビッグサイトで開催します。
　300 を超える企業、団体が、保健・医療・福祉分野における質の向上、日々の業務に役立つ機器、製品、システム、サービスなどを出展し、医療従事者を中心に 70,000 人を超える来場者を見込んでいます。
　今年は「健康・医療・福祉の未来をひらく ̃世代と国境を越えた豊かな共生を目指して ̃」をテーマとし、超高速通信を活用したスマート治療室やオンライン服薬指導などを主催者企画として展示するほか、映像ソリューション、在宅医療、介護、
　福祉などの国内外における最先端技術、機器を展示します。
■今年も充実した主催者企画
　災害対策への提言や、スマート治療室、5Gの活用、遠隔医療通訳サービスなど、主催者企画を展開します。
■多彩なカンファレンス、セミナーを開催
　学識経験者や専門家、経営者によるカンファレンスを開催。日本看護協会による特別セミナー、出展者セミナーも見逃せません。
■「マッチングステージ 2019」を新設
　本年からの新しい試みであるマッチングステージで最新技術をご紹介。
■「第 12回みんなのアイデア de賞」授賞式
　全国の医療現場から生まれた改善工夫・アイデアを展示し、グランプリ等 5点の授賞式も行います。

【出展および来場に関するお問い合わせ先 】
一般社団法人日本経営協会 ホスピタルショウ事務局
TEL：03-3403-8615 FAX：03-5413-4327

E-mail：hsg@noma.or.jp
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（3）　　　　　　　２０１９年（令和元年）７月１５日
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国
の
他
の
計
画
の
指
針

と
な
る
「
ア
ン
ブ
レ
ラ
計

画
」
で
す
。

　

国
土
強
靱
化
基
本
計

画
の
傘
の
下
に
、
例
え
ば

防
災
基
本
計
画
や
国
土

形
成
計
画
が
あ
り
、
さ
ら

に
各
府
省
庁
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
や
環
境

基
本
計
画
、
社
会
資
本
整

備
重
点
計
画
、
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
が
あ

る
、
と
い
う
関
係
で
す
。

　

つ
ま
り
、
国
（
政
府
）、

都
道
府
県
・
市
町
村
に
、

国
民
、
民
間
事
業
者
等
も

加
え
た
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
の
取
組
と
し
て
進
め

る
も
の
で
す
。

―
―
国
土
強
靱
化
に
は

民
間
事
業
者
も
役
割
が

あ
る
の
で
す
ね
。

　

国
土
強
靱
化
を
実
効

あ
る
も
の
に
す
る
た
め

に
も
、
国
、
地
方
公
共
団

体
の
み
な
ら
ず
、
民
間
事

業
者
の
主
体
的
取
組
が

極
め
て
重
要
で
あ
り
、
官

と
民
が
適
切
に
連
携
及

び
役
割
分
担
を
し
て
国

土
強
靱
化
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

民
間
事
業
者
へ
の
情

報
の
徹
底
し
た
提
供
・
共

有
や
連
携
に
よ
り
、
国
土

強
靱
化
に
資
す
る
自
主

的
な
設
備
投
資
等
を
促

す
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
し
た
イ

ン
フ
ラ
整
備
や
老
朽
化

対
策
等
を
進
め
る
ほ
か
、

民
間
の
投
資
を
一
層
誘

発
す
る
仕
組
み
の
具
体

化
を
着
実
に
進
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
公
共
団
体

と
地
域
の
民
間
事
業
者

と
の
双
方
向
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
積
極

的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
情

報
提
供
や
啓
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
庁
の
中
小

企
業
強
靱
化
法
が
第
１

９
８
国
会
で
成
立
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
中
小
企

業
の
災
害
対
応
力
を
高

め
る
た
め
、
計
画
の
認
定

制
度
を
創
設
し
、
金
融
・

税
制
等
の
支
援
、
ま
た
、

商
工
会
・
商
工
会
議
所
が

市
町
村
と
共
同
し
て
、
小

規
模
事
業
者
の
防
災
・
減

災
対
策
に
関
す
る
支
援

を
行
え
る
よ
う
な
法
律

で
す
。

　

国
土
強
靱
化
推
進
室

で
は
、
各
府
省
庁
や
都
道

府
県
が
講
じ
て
い
る
民

間
の
代
表
的
な
国
土
強

靱
化
に
資
す
る
施
策
を

収
集
整
理
し
、
平
成　

年
２８

度
か
ら
毎
年
度
、
冊
子
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
て
い
ま
す（
累
計
５
２

１
事
例
）。
こ
れ
か
ら
国

土
強
靱
化
に
関
す
る
取

組
を
行
う
方
々
の
参
考

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

民
間
の
取
組
を
評
価

す
る
制
度
も
設
け
て
い

ま
す
。「
国
土
強
靱
化
貢

献
団
体
」
認
証
制
度
と
言

い
、事
業
継
続（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

に
積
極
的
に
取
り
組
む

企
業
等
を
「
国
土
強
靱
化

貢
献
団
体
」
と
し
て
第
三

者
が
認
証
す
る
仕
組
み

を
平
成　

年
度
に
創
設

２８

し
て
い
ま
す
（
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
認
証
・
事
業
継
続
）。

　

ま
た
、
同
団
体
の
う
ち

社
会
貢
献
に
取
組
む
企

度
。
生
活
等
に
必
要
な
情

報
通
信
機
能
・
情
報
サ
ー

ビ
ス
の
確
保
に
概
ね
０
・

０
２
兆
円
程
度
で
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
第

３０

一
次
補
正
予
算
等
に
お

い
て
措
置
済
み
の
事
業

規
模
０
・
３
兆
円
を
含
み

ま
す
。

　

対
策
と
し
て
速
や
か

に
着
手
す
べ
き
も
の
に

つ
い
て
は
２
０
１
８
年

度
第
二
次
補
正
予
算
に

よ
り
対
応
し
ま
し
た
。
２

０
１
９
年
度
予
算
及
び

２
０
２
０
年
度
予
算
で

は
臨
時
・
特
別
の
措
置
を

活
用
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
度
第
二

次
補
正
予
算
と
２
０
１

９
年
度
予
算
で
は
、
国
費

約
２
・
４
兆
円
を
通
常
予

算
と
は
別
枠
・
上
乗
せ
で

予
算
を
確
保
し
て
い
ま

す
。

―
―
主
な
具
体
的
措
置

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

１
６
０
項
目
す
べ
て

ご
紹
介
す
る
の
は
難
し

い
の
で
す
が
、
取
組
例
と

し
て
Ⅰ
の
「
救
助
・
救
急
、

医
療
活
動
な
ど
の
災
害

対
応
力
の
確
保
」
の
う
ち

医
療
関
係
中
の
項
目
を

一
部
紹
介
し
ま
す
と
、

・
災
害
拠
点
病
院
等
の
自

家
発
電
設
備
の
燃
料
確

保
に
関
す
る
緊
急
対
策
。

・
災
害
拠
点
病
院
等
の
給

水
設
備
の
強
化
に
関
す

る
緊
急
対
策
。

・
在
宅
の
人
工
呼
吸
器
使

用
患
者
に
貸
与
可
能
な

簡
易
発
電
装
置
に
関
す

る
緊
急
対
策
。

・
病
院
の
耐
震
整
備
に
関

す
る
緊
急
対
策
。

・
広
域
災
害
・
救
急
医
療

情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｍ
Ｉ

Ｓ
）
を
活
用
し
た
情
報
収

集
体
制
の
強
化
に
関
す

る
緊
急
対
策
。

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
２
０
２
０

年
度
ま
で
に
、

・
災
害
時
に
特
に
重
要
な

医
療
機
能
を
担
う
災
害

拠
点
病
院
等
に
お
い
て
、

停
電
時
に
病
院
の
診
療

機
能
を
３
日
程
度
維
持

で
き
る
非
常
用
自
家
発

電
設
備
及
び
給
水
設
備

の
整
備
を
完
了
さ
せ
る
、

・
病
院
全
体
の
耐
震
化
率

を　

％
以
上
に
引
上
げ

８０
る
、

な
ど
を
目
標
に
進
め
て

い
ま
す
。

―
―
国
土
強
靱
化
基
本

計
画
に
基
づ
い
て
取
り

組
む
の
で
す
ね
。

　

国
土
強
靱
化
基
本
計

画
は
、「
国
家
百
年
の
大

計
」
の
国
づ
く
り
で
あ
る

国
土
強
靱
化
に
関
す
る

―
―
「
３
か
年
緊
急
対

策
」
の
事
業
規
模
概
は
。

　

概
ね
７
兆
円
程
度
の

事
業
規
模
で
実
施
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
財

政
投
融
資
を
活
用
し
た

事
業
規
模
を
概
ね
０
・
６

兆
円
程
度
と
見
込
ん
で

い
る
ほ
か
、
民
間
負
担
を

概
ね
０
・
４
兆
円
、
国
費

は
３
兆
円
台
半
ば
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

　
「
Ⅰ
�

防
災
の
た
め
の

重
要
イ
ン
フ
ラ
等
の
機

能
維
持
」で
は
、概
ね
３
・

５
兆
円
程
度
。

　
「
Ⅱ
�

国
民
経
済
・
生

活
を
支
え
る
重
要
イ
ン

フ
ラ
等
の
機
能
維
持
」
で

は
概
ね
３
・
５
兆
円
程
度

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

内
訳
は
、
Ⅰ
で
は
、
大

規
模
な
浸
水
、
土
砂
災

害
、
地
震
・
津
波
等
に
よ

る
被
害
の
防
止
・
最
小
化

に
概
ね
２
・
８
兆
円
程

度
。
救
助
・
救
急
、
医
療

活
動
な
ど
の
災
害
対
応

力
の
確
保
に
概
ね
０
・
５

兆
円
程
度
。
避
難
行
動
に

必
要
な
情
報
等
の
確
保

に
概
ね
０
・
２
兆
円
程
度

で
す
。

　

Ⅱ
で
は
、
電
力
等
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
の
確
保
に

概
ね
０
・
３
兆
円
程
度
。

食
料
供
給
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

等
の
確
保
に
概
ね
１
。１

兆
円
程
度
。
陸
海
空
の
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確

保
に
概
ね
２
・
０
兆
円
程

よ
る
関
西
国
際
空
港
の

浸
水
、
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
で
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
や
携
帯
電
話
基
地

局
の
停
波
な
ど
、
災
害
時

に
電
力
、
交
通
、
通
信
な

ど
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
が

機
能
停
止
し
て
国
民
経

済
・
生
活
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
課
題

と
し
て
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　
「
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靱
化
の
た
め
の
３
か

年
緊
急
対
策
」
で
は
、
緊

急
点
検
や
既
往
点
検
等

を
踏
ま
え
て
、
人
命
・
財

産
を
守
る
「
Ⅰ
�

防
災
の

た
め
の
重
要
イ
ン
フ
ラ

等
の
機
能
維
持
」、「
Ⅱ
�

国
民
経
済
・
生
活
を
支
え

る
重
要
イ
ン
フ
ラ
等
の

機
能
維
持
」
の
２
つ
の
観

点
か
ら
、
特
に
緊
急
に
実

施
す
べ
き
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
対
策
と
し
て
、１
６
０

項
目
を
３
年
間（
２
０
１

８
年
度
〜
２
０
２
０
年

度
）
で
集
中
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

き
る
よ
う
、全
国
で
１
３

２
項
目
の
「
重
要
イ
ン
フ

ラ
の
緊
急
点
検
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

平
成　

年　

月　

日

３０

１１

２７

に
「
重
要
イ
ン
フ
ラ
の
緊

急
点
検
に
関
す
る
関
係

閣
僚
会
議
」
に
お
い
て
点

検
結
果
と
対
応
方
策
を

と
り
ま
と
め
、　

月　

日

１２

１４

に
「
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靱
化
の
た
め
の
３
か

年
緊
急
対
策
」
を
閣
議
決

定
し
て
い
ま
す
。

―
―
「
重
要
イ
ン
フ
ラ
の

緊
急
点
検
」
が
「
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た

め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」

へ
つ
な
が
っ
た
の
で
す

ね
。

　

こ
れ
ま
で
の
防
災
・
減

災
対
策
は
、「
人
命
」
と

「
財
産
」
を
守
る
こ
と
が

主
な
観
点
で
し
た
。

　

最
近
の
災
害
で
は
、
平

成　

年
７
月
豪
雨
で
の

３０
上
水
道
の
長
期
断
水
、
台

風
第　

号
で
の
暴
風
に

２１

よ
る
電
柱
の
倒
壊
原
因

に
よ
る
停
電
や
高
潮
に

る
と
わ
か
り
、
防
災
教
育

の
重
要
性
も
認
識
さ
れ
、

こ
こ
か
ら
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
両
面
か
ら
最
悪
の
事

態
に
備
え
る
「
国
土
強
靱

化
」
の
取
組
が
始
ま
っ
た

の
で
す
。

　

近
年
、
災
害
が
頻
発

化
・
激
甚
化
し
て
い
ま

す
。
昨
年
も
、
平
成　

年
３０

７
月
豪
雨
、
平
成　

年
台

３０

風
第　

号
、
平
成　

年
北

２１

３０

海
道
胆
振
東
部
地
震
等

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
事
象

が
起
こ
り
、
多
く
の
尊
い

人
命
が
失
わ
れ
、
ま
た
、

重
要
イ
ン
フ
ラ
の
機
能

に
支
障
を
来
す
な
ど
国

民
経
済
や
国
民
生
活
に

多
大
な
影
響
が
発
生
し

て
い
ま
す
。「
国
土
強
靱

化
」
は
喫
緊
の
課
題
な
の

で
す
。

　

こ
の
た
め
、
電
力
や
空

港
な
ど
国
民
経
済
・
生
活

を
支
え
、
国
民
の
生
命
を

守
る
重
要
イ
ン
フ
ラ
が
、

あ
ら
ゆ
る
災
害
に
際
し

て
、
そ
の
機
能
を
発
揮
で

前
防
災
を
施
す
こ
と
に

よ
っ
て
事
後
の
コ
ス
ト

が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
の
防
災
へ
の

取
り
組
み
は
、
過
去
の
大

災
害
を
機
に
強
化
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

多
数
の
死
者
・
行
方
不

明
を
生
じ
た
１
９
５
９

年
の
伊
勢
湾
台
風
後
に

「
災
害
対
策
基
本
法
」
が

制
定
さ
れ
、「
防
災
」
概

念
が
明
確
化
さ
れ
ま
し

た
。

　

１
９
９
５
年
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
は
、
建
築

物
・
高
架
橋
等
の
倒
壊
や

市
街
地
延
焼
火
災
が
発

生
し
、
耐
震
化
・
密
集
市

街
地
対
策
と
自
助
・
共
助

の
大
切
さ
が
理
解
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、「
減
災
」

の
推
進
が
図
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
の
東
日

本
大
震
災
で
は
、
大
規
模

津
波
に
よ
る
被
害
、
大
量

の
帰
宅
困
難
者
が
発
生

し
ま
し
た
。
ハ
ー
ド
中
心

の
対
策
に
は
限
界
が
あ

る
既
往
最
高
の
潮
位
を

記
録
し
ま
し
た
が
、
着
実

な
高
潮
対
策
に
よ
り
、
既

往
最
高
潮
位
で
も
浸
水

被
害
を
防
止
し
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
の
第
二
室

３６

戸
台
風
で
は
約　

万
戸

１３

が
浸
水
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
の
海
岸
・
河
川
堤

防
、
水
門
の
整
備
（
約
１

千
３
百
億
円
）
や
適
切
な

維
持
管
理
（
約
２
百
億

円
）
に
よ
り
、
市
街
地
の

高
潮
浸
水
を
完
全
に
防

止
し
て
い
ま
す
。
被
害
防

止
の
効
果
は
、
約　

兆
円

１７

と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
例
は
、
事

―
―
「
国
土
強
靱
化
」
に

取
り
組
む
背
景
・
理
由
か

ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

甚
大
な
被
害
が
発
生

し
て
長
期
間
か
け
て
復

旧
・
復
興
を
図
る
「
事
後

対
策
」
の
繰
り
返
し
を
避

け
、
最
悪
の
事
態
を
念
頭

に
平
時
か
ら
備
え
を
行

う
「
事
前
防
災
」
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

例
え
ば
、
平
成　

年
台

２５

風
第　

号
の
豪
雨
で
は
、

１８

淀
川
上
流
の
ダ
ム
群
に

よ
る
洪
水
調
節
と
水
防

活
動
に
よ
り
（
建
設
費
は

総
額
約
４
千
億
円
）、
堤

防
の
決
壊
を
回
避
し
て

い
ま
す
。

　

仮
に
、
ダ
ム
等
の
効
果

が
無
け
れ
ば
、
堤
防
が
決

壊
し
て
い
た
可
能
性
が

高
く
、
そ
の
場
合
約
１
兆

２
千
億
円
の
被
害
が
発

生
し
て
い
た
と
想
定
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
台
風

３０

第　

号
で
、
大
阪
港
で
は

２１
第
二
室
戸
台
風
を
上
回
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内
閣
官
房　

国
土
強
靱
化
推
進
室

　

参
事
官

（
現
・
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局

海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課　

国
際
建
設
管
理
官
）

川
村　

謙
一
氏
に
聞
く

「
防
災
・
減
災
、国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」に
つ
い
て

［防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策］

「
事
後
対
策
」の
繰
り
返
し
を
避
け「
事
前
防
災
」へ

電
力
や
空
港
な
ど
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
は

　

あ
ら
ゆ
る
災
害
に
際
し
て
も
機
能
発
揮
を

国
の
他
の
計
画
の
指
針
と
な
る「
ア
ン
ブ
レ
ラ
計
画
」

７
兆
円
程
度
の
事
業
規
模
、３
か
年
で
集
中
実
施

　

民
間
事
業
者
の
主
体
的
取
組
が
重
要

令
和
元
年
度
ま
で
に
約
５
兆
円
、
約
７
割
を

定
量
的
指
標
に
よ
り
進
捗
管
理
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
強
化

・
予
測
需
給
均
衡
度
に
基

づ
く
都
道
府
県
の
医
療

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

・
無
電
柱
化
に
対
す
る
支

援
等
、
で
す
。

　

民
間
、
地
方
、
国
際
貢

献
の
取
組
も
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
の
強
化
の
点
で

は
、
重
要
業
績
指
標
（
Ｋ

Ｐ
Ｉ
）
を
さ
ら
に
充
実

（
昨
年
度
１
１
５
指
標

に
対
し
て→

１
８
３
指

標
）
さ
せ
、
ま
た
、
ベ
ン

チ
マ
ー
ク
指
標
を
導
入

し
、
国
土
強
靱
化
全
般
の

進
捗
を
評
価
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
と
併
せ
て
、
さ

ら
に
３
か
年
緊
急
対
策

の
初
め
て
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
と
し
て
、
実
施
概

要
や
箇
所
数
、
成
果
事
例

な
ど
も
と
り
ま
と
め
た

と
こ
ろ
で
す
。

―
―
３
か
年
緊
急
対
策

１
６
０
項
目
の
進
捗
状

況
は
。

　

１
６
０
項
目
ご
と
に

箇
所
数
ベ
ー
ス
で
進
捗

状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
し
た

と
こ
ろ
て
お
り
、
令
和
元

年
度
ま
で
に
所
定
の
目

標
を
達
成
す
る
予
定
の

対
策
は　

項
目
で
、
う
ち

３５

　

項
目
は
前
倒
し
完
了

１０す
る
見
込
み
で
す
。

　

全
体
で
概
ね
７
兆
円

程
度
の
事
業
規
模
に
対

し
、
２
年
目
と
な
る
令
和

元
年
度
ま
で
に
約
５
兆

円
、
約
７
割
を
確
保
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
概
ね

順
調
に
進
捗
し
て
い
ま

す
。
各
府
省
庁
で
は
制
度

改
正
等
も
進
め
て
お
り
、

そ
れ
ら
も
活
用
し
対
策

を
着
実
に
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
ま
で

の
成
果
事
例
（
見
込
み
）

で
は
、
緊
急
点
検
の
結

果
、
学
校
施
設
等
の
ブ
ロ

ッ
ク
塀
等
の
安
全
対
策

が
必
要
な
箇
所
１
�０
０

０
�

が
完
了
し
ま
す
。
車

載
型
の
携
帯
電
話
基
地

局
等
１
５
０
台
の
増
設

を
完
了
し
、
昨
年
度
と
同

規
模
の
災
害
で
も
市
町

村
役
場
に
お
け
る
通
信

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
ま

す
。

　

災
害
拠
点
病
院
等
の

診
療
機
能
の
３
日
程
度

維
持
す
る
た
め
、
非
常
用

自
家
発
電
設
備
１
２
５

箇
所
の
整
備
に
着
手
し

て
お
り
、
来
年
度
ま
で
に

完
了
し
ま
す
。
今
年
度
ま

で
に
約　

万
�

分
、
来
年

４９

度
ま
で
に
約　

万
�

分

５５

の
分
散
型
電
源
等
を
非

常
用
自
家
発
電
設
備
と

し
て
導
入
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
給
構
造
が
強
靱

化
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
ま
で
に

航
空
輸
送
上
重
要
な
６

空
港
の
浸
水
対
策
や
３

空
港
の
耐
震
対
策
に
着

手
し
、
来
年
度
ま
で
に
完

了
し
ま
す
。

　

な
お
、
３
か
年
緊
急
対

策
後
も
、
こ
う
し
た
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
の
結
果
も

踏
ま
え
な
が
ら
、「
国
土

強
靱
化
基
本
計
画
」
に
基

づ
い
て
、
必
要
な
予
算
を

確
保
し
た
上
で
、
国
土
強

靱
化
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。　　
　
　
　
（
了
）

業
等
を
（
＋
共
助
）
と
す

る
仕
組
を
平
成　

年
度

３０

に
追
加
し
ま
し
た
（
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
認
証
・
事
業
継

続
お
よ
び
社
会
貢
献
）。

累
積
認
証
団
体
は
１
６

２
団
体
に
ま
で
に
な
っ

て
い
ま
す
（
う
ち
＋
共
助

は　

団
体
）。

４０
―
―
本
年
は
ど
の
よ
う

に
取
組
み
ま
す
か
。

　

ま
ず
国
土
強
靱
化
全

体
の
取
組
か
ら
紹
介
し

ま
す
と
、
昨
年　

月
に
見

１２

直
し
た
国
土
強
靱
化
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
６
月

に
「
国
土
強
靱
化
年
次
計

画
２
０
１
９
」を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
中
で　

の
４５

プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と
に
当

該
年
度
に
取
り
組
む
べ

き
主
要
施
策
等
を
と
り

ま
と
め
る
と
と
も
に
、
定

量
的
な
指
標
に
よ
り
進

捗
を
管
理
す
る
こ
と
に

よ
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
強
化
し
、
本
年
度
の

施
策
の
着
実
な
推
進
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
元
年
度
に
取
組

む
べ
き
主
要
施
策
は
、
例

え
ば
次
の
３
つ
で
す
。

・
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
施

設
の
整
備
、
機
能
強
化
等

の
事
前
防
災
対
策

・
重
要
施
設
や
避
難
地
、

避
難
路
の
保
全
の
た
め

の
土
砂
災
害
対
策

・
住
宅
、
学
校
、
道
路
橋

梁
、
水
道
施
設
、
農
業
水

利
施
設
等
の
耐
震
化
等
、

で
す
。

　

さ
ら
に
、
災
害
の
教

訓
、
技
術
の
進
展
等
を
踏

ま
え
新
た
に
次
の
よ
う

な
取
組
み
を
追
加
し
て

い
ま
す
。

・「
水
防
災
意
識
社
会
」

の
再
構
築
に
向
け
た
関

係
機
関
の
連
携
強
化

・
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
事
前
の
防
災
・
減

災
対
策
の
促
進

～成果見込み～
学校施設等のブロック塀 1�000�や車載型携帯電話基地局 150 台増
設は今年度までに完了、災害拠点病院等の非常用自家発電設備１２５
箇所や 6 空港の浸水対策・3 空港の耐震対策は来年度までに完了

建
築
・
都
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給（
自
立
）の
必
要
性
が

強
く
認
識
さ
れ
て
き
て
い

る
。

　

ア
ト
ッ
チ
の
特
長

　

ア
ト
ッ
チ
な
ら
短
時
間
で

既
存
の
ビ
ル
・
店
舗
の
断
熱

性
、遮
熱
性
、省
エ
ネ
性
を

高
め
、
快
適
な
室
内
空
間

を
実
現
す
る
。

　

既
存
の
窓
の
上
か
ら
Ｌ

ｏ
ｗ
�
Ｅ
ガ
ラ
ス
を
そ
の

ま
ま
貼
り
付
け
る
だ
け
で
、

Ｌ
ｏ
ｗ
�
Ｅ
ペア
ガ
ラ
ス
と

同
等
の
性
能
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
後
付
け
窓
「
Ａ

Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
（
ア
ト
ッ

チ
）」。

　

こ
れ
ま
で
困
難
だ
っ
た
Ｆ

Ｉ
Ｘ
（
は
め
殺
し
式
）
窓
ガ

ラ
ス
の
ペア
ガ
ラ
ス
化
を
、
短

時
間
で
行
う
こ
と
が
可
能

だ
。

　

快
適
性
の
向
上

　

ア
ト
ッ
チ
の
設
置
に
よ

り
、
部
屋
の
窓
際
の
夏
の
ジ

リ
ジ
リ
感
じ
る
暑
さ
・
冬
の

厳
し
い
ヒ
エ
ヒ
エ
感
が
軽
減

さ
れ
る
。

　

ア
ト
ッ
チ
取
り
付
け
後
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
率
は
効

果
絶
大
。
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー

削
減
率　

・
４
％
、空
調
エ

３２

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
削
減
額

（
年
間
）約　

万
円
。

６４

　

ア
ト
ッ
チ
の
施
工

　

こ
れ
ま
で
の
ビ
ル
の
窓
改

修（
ガ
ラ
ス
交
換
な
ど
）は
、

外
に
足
場
を
組
み
、
施
工

す
る
こ
と
が
主
な
工
事
だ
っ

た
が
、
ア
ト
ッ
チ
は
室
内
取

り
付
け
な
の
で
、足
場
が
不

要
。

は
、マ
イ
ナ
ス　

℃
程
度
ま

１９

で
は
ガ
ラ
ス
面
で
の
結
露
が

発
生
し
に
く
く
な
る
。

　

ま
た
、
１
枚
ガ
ラ
ス
と
比

較
す
る
と
、
格
段
に
遮
熱

効
果
が
得
ら
れ
、
紫
外
線

に
つ
い
て
も　
・
９
％（
※
ア

８３

ト
ッ
チ
ク
ラ
シッ
ク
タ
イ
プ
）カ

ッ
ト
で
き
る
。

改
修
工
事
は
足
場
を
使
わ

ず
短
工
期
で
実
現
で
き
る

　

ア
ト
ッ
チ
は
既
存
の
窓
ガ

ラ
ス
を
そ
の
ま
ま
活
用
し
、

室
内
側
か
ら
Ｌ
ｏ
ｗ
�
Ｅ

ガ
ラ
ス
を
貼
り
付
け
て
、
複

層
ガ
ラ
ス
化
す
る
。足
場
を

使
う
大
掛
か
り
な
施
工
と

比
べ
、
圧
倒
的
に
短
工
期

で
施
工
が
完
了
す
る
。

　

※
Ｚ
Ｅ
Ｂ（
ネ
ッ
ト
・
ゼ

ロ・エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ビ
ル
）化
と

は
、
建
築
計
画
の
工
夫
や
、

日
射
遮
蔽
・
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
、
高
断
熱
化
、

高
効
率
化
に
よ
る
大
幅
な

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
現
し
た

上
で
、
太
陽
光
発
電
等
に

よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
り
、

年
間
に
消
費
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
が
大
幅
に
削
減
さ

れ
て
い
る
最
先
端
の
建
築

物
の
こ
と
で
あ
る
。近
年
、エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
保
護
・
地

球
温
暖
化
防
止
の
観
点
か

ら
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
実
現
が
急

務
で
あ
る
こ
と
が
世
界
的

に
認
識
さ
れ
て
き
て
お
り
、

特
に
日
本
で
は
、
東
日
本

大
震
災
以
後
、エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
、

　

老
朽
化
し
た
病
院　

　

で
頻
繁
に
発
生
す
る　

　

ひ
ど
い
結
露

　

老
朽
化
し
た
病
院
や
建

物
で
は
、
ひ
ど
い
結
露
が
原

因
で
、
カ
ビ
発
生
の
恐
れ
が

あ
り
、
不
安
が
広
が
っ
て
い

る
。

　

あ
る
病
院
で
は
、
Ｚ
Ｅ

Ｂ（
※
）化
を
進
め
る
と
同

時
に
窓
の
結
露
問
題
を
解

決
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
病

室
に
は
入
院
患
者
が
外
の

景
色
を
楽
し
め
る
よ
う
に
、

大
き
い
窓
を
設
置
し
て
い
る

だ
す
が
、
そ
の
窓
に
ひ
ど
い

結
露
が
頻
繁
に
発
生
し
て

い
た
。
窓
枠
か
ら
滴
っ
た
水

滴
が
原
因
で
、
い
つ
カ
ビ
が

生
え
て
も
お
か
し
く
な
い
状

況
だ
。

　

衛
生
管
理
を
徹
底
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
病
院
で
、

カ
ビ
が
発
生
し
て
し
ま
う
の

は
入
院
患
者
や
そ
の
親
族

に
不
安
を
与
え
て
し
ま
う
。

　

改
修
工
事
を
進
め
た
い

が
、一
時
的
な
病
院
閉
鎖
、

医
療
行
為
の
中
止
、
入
院

患
者
の
移
動
、
な
ど
リ
ス
ク

が
多
く
、
な
か
な
か
踏
み
切

れ
な
い
病
院
も
多
い
。

　

窓
の
Ｌ
ｏ
ｗ
�
Ｅ　

　

複
層
ガ
ラ
ス
化
改
修

　

Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
に
向
け
た
第

一
歩
と
し
て
は
、
窓
の
Ｌ
ｏ

ｗ
�
Ｅ
複
層
ガ
ラ
ス
化
改

修
が
必
要
だ
。

　

Ｌ
ｏ
ｗ
�
Ｅ
複
層
ガ
ラ

ス
に
す
る
こ
と
で
、
窓
の
外

か
ら
の
直
射
日
光
や
冷
輻

射
を
抑
え
、
外
皮
性
能
が

向
上
す
る
こ
と
に
よ
り
、空

調
設
備
の
稼
働
率
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
年
間
に
消
費
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
幅
に
削

減
で
き
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
に
貢

献
し
て
く
れ
る
。

　

ア
ト
ッ
チ
は
、
結
露
問

題
、
紫
外
線
問
題
の
ど
ち

ら
に
も
効
果
的
だ
。
具
体

的
に
は
、室
内
湿
度　

％
、

６０

空
調
温
度　

℃
の
条
件

２５

下
に
お
い
て
、
単
板
ガ
ラ
ス

の
場
合
は
外
気
温
約　

℃
１３

で
結
露
が
生
じ
始
め
る
が
、

ア
ト
ッ
チ
を
施
工
し
た
窓
で

こ
の
ま
ま
で
は
病
室
に
カ
ビ
発
生
の
恐
れ

こ
の
ま
ま
で
は
病
室
に
カ
ビ
発
生
の
恐
れ

Ｚ
Ｅ
Ｂ
・
結
露
問
題
・
工
期
の
問
題
を
一
気
に
解
決

Ｚ
Ｅ
Ｂ
・
結
露
問
題
・
工
期
の
問
題
を
一
気
に
解
決

Ｌ
ｏ
ｗ

　

Ｌ
ｏ
ｗ
��
Ｅ
ガ
ラ
ス

Ｅ
ガ
ラ
ス

Ａ
Ｇ
Ｃ
の
「
ア
ト
ッ
チ
」

　

Ａ
Ｇ
Ｃ
の
「
ア
ト
ッ
チ
」

老
朽
化
し
た
病
院
の
空
調
・
換
気
・　

　
　
　
　

照
明
設
備
の
大
規
模
刷
新
は

Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
を
見
据
え
た
改
修
を

「ＺＥＢ化」「結露問題」を同時に解決
マイナス 19℃でも結露しない

Ｌｏｗ－Ｅガラス
ＡＧＣの「アトッチ」

課
題
の
ポ
イ
ン
ト

・
老
朽
化
し
た
病
院

で
結
露
が
ひ
ど
く
、こ

の
ま
ま
で
は
カ
ビ
発

生
の
恐
れ
が
あ
り
、

患
者
や
そ
の
親
族
に

不
安
を
与
え
か
ね
な

い
。

・
使
用
し
て
い
る
除
菌

剤
は
紫
外
線
に
弱
い

と
い
う
こ
と
で
、
効
果

に
不
安
を
感
じ
て
い

る
。

・
病
院
を
一
時
的
に

閉
鎖
す
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
改
修
工
事

に
な
か
な
か
踏
み
切

れ
な
い
。

解
決
の
ポ
イ
ン
ト

・
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
、結
露
問

題
を
同
時
に
解
決
で

き
る
後
付
け
Ｌ
ｏ
ｗ

�
Ｅ
ガ
ラ
ス
「
ア
ト
ッ

チ
」

・
結
露
が
原
因
の
カ
ビ

発
生
も
防
ぎ
、
紫
外

線
を　

・
９
％（
※
ア

８３

ト
ッ
チ
ク
ラ
シ
ッ
ク
タ

イ
プ
）カ
ッ
ト
で
き
る

・
足
場
を
使
わ
な
い

圧
倒
的
な
短
工
期

　既存の窓の上からLow-Eガラスを
そのまま貼り付けるだけで、Low-Eペア
ガラスと同等の性能を得ることができる
後付け窓「ATTOCH」。これまで困難だ
ったFIX（はめ殺し式）窓ガラスのペアガ
ラス化を、短時間で行うことが可能だ。

防災・減災、国土強靱化のための 3か年緊急対策 (例 )防災・減災、国土強靱化のための 3か年緊急対策 (例 )

Ⅰ . 防災のための重要インフラ等の機能維持
(1) 大規模な浸水、土砂災害、地震・津波等による被害の防止・最小化
河川
　バックウォーター現象等により氾濫した場合、甚大な人命被害等が生じる恐れのある区間を有する約
120 河川について、堤防強化対策や堤防かさ上げ等の緊急対策を実施する。

教育 (既往点検等 )
　全国の学校施設等を対象に、ブロック塀等の安全点検等状況調査を行った結果、安全性に問題が
あるブロック塀等約 1,000kmについて安全対策を実施する。

農業 (既往点検等 )
　全国のため池を緊急点検するとともに、防災重点ため池の選定基準等を見直した。これらを踏まえ、
非常時にも機能や安全性を確保するために必要なため池約 1,000 箇所について改修等を実施する。
(2) 救助・救急、医療活動等の災害対応力の確保
病院
　災害時において病院の診療機能を3日程度維持するために必要な非常用自家発電設備の増設
等が必要な災害拠点病院等 125 箇所に対して、整備に要する経費の一部を支援する。

環境 (既往点検等 )
　夏季の災害に備えるため、熱中症対策に係る情報を効果的に提供出来るよう、熱中症予防情報の
発信体制の強化、シンポジウム等知見提供の機会の増加や優良事例の展開等の緊急対策を実施す
る。
(3) 避難行動に必要な情報等の確保
災害対応基盤施設 (既往点検等 )
　災害時において、訪日外国人等に対する多言語での避難情報等の提供を可能とすべく、情報提供
基盤の抜本的強化に向けて多言語音声翻訳基盤技術を高度化する。
情報 (既往点検等 )
　豪雨災害時に速やかに避難することが求められる地域において、高齢者世帯等に確実に情報を伝
えられるよう、未導入の約 250 市町村で戸別受信機等を配備することにより、情報伝達の確実性を向
上させる。

砂防
　災害リスク情報の整備が不十分な都道府県及び市町村では、約 40,000 箇所の基礎調査の実施、
約 250 市町村で土砂災害ハザードマップの作成、気象庁では、土砂災害警戒判定メッシュの高精度
化の緊急対策を実施する。

Ⅱ . 国民経済・生活を支える重要インフラ等の機能維持
(1) 電力等エネルギー供給の確保
電力
　災害時においても、電力・ガス、燃料の安定供給や、サプライチェーン上重要な事業所・工場、生活
必需品の生産拠点等の経済活動が継続できるよう、約 55 万 kW分の自家用発電設備や蓄電システ
ム、省電力設備の導入等を支援するとともに、情報共有システムを構築する。

(2) 食料供給、ライフライン、サプライチェーン等の確保
農業
　大規模停電時に稼働を確保すべき基幹となる畜産関係施設について、全国 10ブロック等で停電
時の対応計画の作成及び非常用電源設備の導入等により、生乳及び食肉の持続可能な生産・流通
を確保する体制を整備する。

(3) 陸海空の交通ネットワークの確保
空港
　航空輸送上重要な空港等において、特に浸水の可能性が懸念される7空港のターミナルビルの電
源設備等の浸水対策を図る。また約 12 空港について、ターミナルビルの吊り天井の安全対策を図る。

道路
　幹線道路等において、土砂災害等の危険性が高く、鉄道近接や広域迂回など社会的影響が大きい
約 2,000 箇所について、土砂災害等に対応した道路法面・盛土対策、土砂災害等を回避する改良や
道路拡幅などを行う。また、災害時の情報収集の強化及び提供情報の質の向上に資する対策を実施
する。

鉄道
　豪雨により流失等の恐れがある河川橋梁や崩壊の恐れがある斜面約 240 箇所、浸水の恐れがある
地下駅・電源設備等約270箇所、地震により倒壊・損壊の恐れがある高架橋等約5900箇所の緊急対
策を実施する。

港湾
　主要な外貿コンテナターミナルにおいて、コンテナ流出リスク、電源浸水リスク、地震リスク等の課題が
ある施設について、浸水対策約 50 施設、耐震対策 5施設、港湾BCPの充実化約 40 港を実施する。

(4) 生活等に必要な情報通信機能・情報サービスの確保
通信
　全国の主要な携帯電話基地局について、迅速な応急復旧のための体制整備を行う。また、通信事
業者において、応急復旧手段である車載型基地局等の増設を実施する。

鉄道 (既往点検等 )
　新幹線の全 108 駅・全車両に無料Wi-Fi サービスを利用可能な環境を整備し、外国人旅行客等が
ウェブサイトやSNS等を通じて、鉄道の運行情報等を入手できるようにする。



２０１９年（令和元年）７月１５日　　　　   （4）

　

避
難
施
設
と
し
て
使
用

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
学
校

は
、
万
が
一
を
想
定
し
た

対
策
が
必
要
と
な
る
。
停

電
時
に「
空
調
＋
発
電
」が

で
き
る
タ
イ
プ
を
体
育
館

等
へ
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り

避
難
所
と
し
て
の
機
能
を

発
揮
す
る
。
停
電
時
で
も

発
電
を
し
な
が
ら
空
調
が

可
能
だ
。
更
に
携
帯
の
充

電
や
照
明
の
電
源
の
確
保

が
可
能
と
な
る（
１
・
１
ｋ

Ｖ
Ａ
）。

　

第
３
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
受

変
電
設
備
容
量
の
負
担

が
小
さ
く
て
済
む
。

　

電
気
を
使
用
す
る
際

は
、
使
用
す
る
電
気
設
備

の
容
量
に
応
じ
た
受
電
設

備
が
必
要
に
な
る
。

　

も
と
も
と
電
気
設
備
の

使
用
が
少
な
い
学
校
に
は
、

受
電
設
備
容
量
が
小
さ
い

た
め
、
消
費
電
力
の
大
き
い

Ｅ
Ｈ
Ｐ
の
導
入
は
、
大
幅

な
受
電
設
備
の
増
設
が
必

要
な
場
合
が
あ
る
。

　

し
か
し
、消
費
電
力
の
小

さ
い
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
、
受
電
設

備
容
量
の
増
設
の
負
担
が

小
さ
く
、
場
合
に
よ
っ
て
受

電
設
備
を
増
設
す
る
こ
と

な
く
空
調
機
の
導
入
が
可

能
な
の
だ
。

Ｇ
Ｈ
Ｐ
な
ら
使
っ
た
分
だ

け
の
支
払
い
で
済
む
。エア
コ

ン
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の　
９０

％
は
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
の
駆
動

源
に
使
わ
れ
て
い
る
。
Ｇ
Ｈ

Ｐ
の
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
の
駆
動

源
は
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
の
た
め
、

消
費
電
力
を
１
／　

に
カ

１０

ッ
ト
す
る
。

　

そ
の
た
め
、高
額
な
電
気

の
基
本
料
金
を
１
／　

に
１０

カ
ッ
ト
で
き
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は

電
気
の
代
わ
り
に
ガ
ス
を

使
用
す
る
が
、
基
本
料
金

が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
使
っ

た
分
だ
け
の
支
払
い
だ
か
ら

運
転
時
間
の
短
い
学
校
に

は
最
適
だ
。

　

第
２
は
、
災
害
時
の
避

難
所
で
大
活
躍
。

　

停
電
時
に
「
空
調
＋
発

電
」が
可
能
な
タ
イ
プ
を
用

意
し
て
い
る
。

あ
り
、
毎
日
の
運
転
時
間

も
短
い
の
で
、
他
の
建
物
に

比
べ
て
圧
倒
的
に
運
転
時

間
が
短
い
と
い
う
特
徴
が

あ
る
。
空
調
機
導
入
の
際

は
、
こ
こ
を
理
解
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

　

Ｅ
Ｈ
Ｐ
を
導
入
す
る
と

運
転
時
間
に
関
係
無
く

高
額
な
基
本
料
金
が
か
か

る
。
電
気
料
金
の
内
訳
は
、

運
転
時
間
に
応
じ
て
か
か

る
従
量
料
金
と
、
運
転
時

間
に
関
係
無
く
か
か
る
基

本
料
金
の
２
つ
が
あ
る
。

　

基
本
料
金
は
、
契
約
電

力（
設
備
の
消
費
電
力
）で

決
ま
っ
て
く
る
の
で
、
空
調

機
の
運
転
時
間
が
短
い
学

校
に
、消
費
電
力
の
大
き
い

Ｅ
Ｈ
Ｐ
を
導
入
す
る
と
電

気
料
金
が
割
高
と
な
る
。

　

消
費
電
力
１
／　

の
１０

気
を
冷
却
、
ま
た
は
加
熱

を
す
る
。

　

病
院
設
備
設
計
の
際
、

患
者
も
職
員
も
、
館
内
の

全
て
の
人
へ
快
適
な
空
間

を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
は
、ど

の
病
院
に
も
あ
る
。
ガ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
は
、
病

院
に
お
け
る
理
想
的
な
シ

ス
テ
ム
に
な
る
。

　

学
校
空
調
も
Ｇ
Ｈ
Ｐ

　

に
お
任
せ

　

学
校
空
調
に
Ｇ
Ｈ
Ｐ
が

最
適
な
理
由
は
、
大
き
く

３
つ
あ
る
。

　

第
１
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
の
軽
減
。

　

空
調
機
の
運
転
時
間
が

圧
倒
的
に
短
く
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ

が
マッ
チ
し
て
い
る
。

　

学
校
に
は
、
夏
休
み
や

冬
休
み
等
の
長
期
休
暇
が

動
バッ
ク
ア
ッ
プ
運
転（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
対
応
）
す
る
。
空
調
を

絶
や
す
こ
と
が
で
き
な
い
病

室
や
待
合
室
な
ど
多
く
の

部
屋
に
設
置
し
て
い
る
。

　

停
電
に
も
対
応
す
る
。

電
力
と
温
水
を
供
給
す
る

コ
ー
ジェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
は
、
停
電
時
は
自

立
運
転
に
よ
り
Ｇ

Ｈ
Ｐ
を
メ
イ
ン
に
電

力
を
供
給
す
る
設

計
で
、
空
調
を
止
め

ず
に
い
つ
も
ど
お
り

の
病
院
運
営
が
可

能
だ
。

　

Ｇ
Ｈ
Ｐ
に
水
熱

交
換
機
を
内
蔵
し

冷
温
水
を
作
り
出

す
Ｇ
Ｈ
Ｐ
チ
ラ
ー

は
、
外
調
機
の
熱
源

と
し
て
、
外
気
を
取

り
入
れ
る
際
に
空

　

病
院
空
調
は
Ｇ
Ｈ
Ｐ

　

に
お
任
せ

　

病
院
で
は
、
ガ
ス
空
調
の

割
合
を
大
幅
に
上
げ
、
Ｇ

Ｈ
Ｐ
と
Ｇ
Ｈ
Ｐ
チ
ラ
ー
と

マ
イ
ク
ロ
コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
よ
る

発
電
で
、
ピ
ー
ク
時
の
デ
マ

ン
ド
抑
制
や
停
電
時
に
も

快
適
空
間
を
守
り
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

室
外
機
２
台
を
連
結

す
る
シ
ス
テ
ム
な
ら
、
片
方

の
室
外
機
が
万
一
の
故
障

時
に
も
残
り
の
１
台
が
自

　

新
し
い
タ
イ
プ
の　
　

　

空
調
シ
ス
テ
ム

　

Ｇ
Ｈ
Ｐ
（　

馬
力
相

１６

当
）と
Ｅ
Ｈ
Ｐ（
電
気
モ
ー

タ
ー
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
、
８

馬
力
相
当
）
を
同
一
の
冷

媒
系
統
に
接
続
し
た
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
空
調
シ
ス
テ
ム
。

　

Ｇ
Ｈ
Ｐ
と
Ｅ
Ｈ
Ｐ
の

最
適
運
転
制
御
で
、
省
エ

ネ
・
省
コ
ス
ト
に
貢
献
し

ま
す
。
大
手
都
市
ガ
ス
３

社
の
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム

と
の
連
動
に
よ
り
、「
ス

マ
ー
ト
マ
ル
チ
」
と
し
て
の

使
用
が
可
能
だ
。

　
「
ス
マ
ー
ト
マ
ル
チ
」
と

は
、東
京
ガ
ス
株
式
会
社
、

大
阪
ガ
ス
株
式
会
社
な
ど

の
遠
隔
監
視
サ
ー
バ
ー
と

通
信
す
る
遠
隔
監
視
ア

ダ
プ
タ
の
指
令
に
基
づ
い

た
圧
縮
機
の
運
転
比
率
で

運
転
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

空
調
シ
ス
テ
ム
（「
ス
マ
ー

ト
マ
ル
チ
」は
東
京
ガ
ス
株

式
会
社
の
登
録
商
標
）。

な
お
、
専
用
遠
隔
ア
ダ
プ

タ
の
接
続
お
よ
び
サ
ー
ビ

ス
契
約
が
別
途
必
要
。

　

メ
リ
ッ
ト

「
ス
マ
ー
ト
マ
ル
チ
」
と
し

て
使
用
し
た
場
合

１
�
契
約
電
力
を
大
幅
に

削
減

　

消
費
電
力
の
少
な
い　

Ｇ
Ｈ
Ｐ
と
Ｅ
Ｈ
Ｐ
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

ピ
ー
ク
電
力
を
削
減
で
き

る
の
で
、
契
約
電
力
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
、
電
力

基
本
料
金
を
削
減
し
ま

す
。

２
�
も
っ
と
も
高
効
率
の

ポ
イ
ン
ト
で
Ｅ
Ｈ
Ｐ
と

Ｇ
Ｈ
Ｐ
を
運
転

　

ガ
ス
会
社
様
の
遠
隔

サ
ー
バ
ー
か
ら
の
最
適
制

御
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
こ
と

で
省
コ
ス
ト
を
実
現
。
外

気
温
や
稼
動
状
況
に
合

わ
せ
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
と
Ｅ
Ｈ
Ｐ

の
運
転
を
、も
っ
と
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
が
よ
い
ポ
イ

ン
ト
に
調
整
す
る
。
合
計

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
抑
え

ら
れ
、
省
エ
ネ
、
省
コ
ス
ト

に
つ
な
が
る
。

３
�
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

の
変
動
に
追
従

　

最
適
制
御
サ
ー
ビ
ス
で

ガ
ス
と
電
気
の
料
金
変
動

に
追
従
し
た
運
転
制
御

を
行
う
。
ガ
ス
会
社
の
遠

隔
サ
ー
バ
ー
か
ら
の
最
適

制
御
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
も

の
。　

４
�

業
界
最
小
サ
イ
ズ
、

最
軽
量

　
「
Ｇ
Ｈ
Ｐ
業
界
最
小
の

Ｇ
Ｈ
Ｐ　

馬
力
」
と
「
Ｅ

１６

Ｈ
Ｐ
業
界
最
小
の
Ｅ
Ｈ

Ｐ
８
馬
力
」
の
組
み
合
わ

せ
の
た
め
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

空
調
で
は
最
小
の
設
置
面

積
、
最
軽
量
の
本
体
質

量
。
特
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
前

面
か
ら
の
定
期
点
検
な
の

で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ス
ペ
ー
ス

が
小
さ
く
、
設
置
面
積
が

小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

５
�
豊
富
な
接
続
可
能
室

内
ユ
ニ
ッ
ト
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ

　

ア
イ
シ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
空
調
シ
ス
テ
ム
は
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
対
応
機
な
ど　
２４

タ
イ
プ
の
室
内
ユ
ニッ
ト
を

接
続
可
能
。

　

同
社
は
、
一
般
財
団
法

人　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
が
主
催
す
る
平
成　
３０

年
度
省
エ
ネ
大
賞
の
製

品
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
部

門
に
お
い
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
個
別
空
調
シ
ス
テ
ム「
ス

マ
ー
ト
マ
ル
チ
」
が
「
審
査

委
員
会
特
別
賞
」
を
７
社

で
共
同
受
賞
し
た
。

　

省
エ
ネ
大
賞
は
、
優
れ

た
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
や

製
品
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
表
彰
す
る
も
の
で
、
国

内
の
省
エ
ネ
意
識
の
拡
大

や
省
エ
ネ
製
品
の
普
及
な

ど
に
よ
る
、
省
エ
ネ
型
社

会
の
構
築
に

寄
与
す
る
こ

と
を
目
的

と
し
た
も

の
。

　
「
ス
マ
ー
ト

マ
ル
チ
」
は
、

「
Ｇ
Ｈ
Ｐ
」

と
Ｅ
Ｈ
Ｐ
」

を
組
み
合

わ
せ
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
に
よ
る
遠

隔
制
御
で

最
適
な
運

転
制
御
を

行
う
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
シ
ス

テ
ム
だ
。

　

同
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー

需
給
状
況

や
季
節
・
時

間
帯
に
よ
っ

て
異
な
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
価

格
な
ど
を
監
視
し
な
が

ら
、最
適
な
バ
ラ
ン
ス
で
Ｇ

Ｈ
Ｐ
と
Ｅ
Ｈ
Ｐ
を
運
転

す
る
こ
と
で
、ユ
ー
ザ
ー
は

運
用
に
手
間
を
か
け
る
こ

と
な
く
、
省
エ
ネ
運
用
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
低
減

が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
変
動

や
停
電
時
な
ど
の
リ
ス
ク

対
策
に
も
な
る
。

　

ま
た
同
社
の
製
品
は
、

業
界
最
小
サ
イ
ズ
で
あ
る

同
社
製
Ｇ
Ｈ
Ｐ
（　

馬
１６

力
）
と
ダ
イ
キ
ン
工
業
製

Ｅ
Ｈ
Ｐ
（
８
馬
力
）
を
組

み
合
わ
せ
、
小
規
模
の
事

務
所
ビ
ル
で
も
設
置
し
や

す
い
小
型
・
軽
量
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
と
な
っ

て
い
る
。

　

同
社
は
こ
れ
か
ら
も
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
負

荷
低
減
に
貢
献
す
る
空

調
シ
ス
テ
ム
の
普
及
拡
大

に
努
め
る
と
と
も
に
、

ユ
ー
ザ
ー
の
期
待
に
応
え

る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
、
提
案
を
行
っ
て
い
く

と
し
て
い
る
。

　

内
閣
府
に
よ
る
平
成　
３０

年　

月　

日
付
の
「
防

１２

１４

災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化

３
カ
年
緊
急
対
策
」
で
の

「
救
助
・
救
急
、医
療
活
動

な
ど
の
災
害
対
応
力
の
確

保
」
は
特
に
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
災
害
に
よ
る
停

電
時
に
、
発
電
し
た
電
力

で
空
調
と
照
明
・
コ
ン
セ
ン

ト
電
源
が
供
給
で
き
る

「
電
源
自
立
型
Ｇ
Ｈ
Ｐ

　

エ
ク
セ
ル
プ
ラ
ス
」

は
、
そ
の
課
題
解
決
に
特

に
有
用
な
切
り
札
と
し

て
、今
後
、よ
り
医
療
・
福

祉
施
設
へ
の
導
入
促
進
が

図
ら
れ
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク　
　
　
  

　

電
源
自
立
型
空
調　

　

Ｇ
Ｈ
Ｐ
「
エ
ク
セ
ル　

　

プ
ラ
ス
」

　

自
然
災
害
な
ど
の
緊
急

時
に
お
い
て
、最
低
限
度
の

業
務
を
継
続
し
な
が
ら
事

業
を
早
期
復
旧
す
る
た
め

の
事
業
継
続
計
画
Ｂ
Ｃ

Ｐ（B
usiness

C
ontinuit

y
Plan

）
拡
充
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
。

　
「
エ
ク
セ
ル
プ
ラ
ス
」
は
Ｂ

Ｃ
Ｐ
対
応
で
、
災
害
等
に

よ
る
停
電
時
で
も
安
心
・

安
全
な
医
療
・
福
祉
・
避

難
環
境
づ
く
り
に
貢
献
で

き
る
空
調
機
器
で
あ
る
。

　

商
品
の
ポ
イ
ン
ト

・
簡
単
操
作
、
ス
ピ
ー
デ

ィ
ー
な
医
療
・
福
祉
Ｂ
Ｃ

Ｐ
実
現

　

発
電
機
・
バッ
テ
リ
ー
を

内
蔵
し
、災
害
停
電
時
、ス

イ
ッ
チ
を
押
す
だ
け
で
約

２
分
後
に
は
エ
ク
セ
ル
プ
ラ

ス
が
起
動
、
発
電
を
開
始

す
る
。災
害
時
で
も
医
療
・

福
祉
環
境
の
継
続
実
施

を
サ
ポ
ー
ト
。

・
発
電
量（
停
電
時
）は
イ

ン
バ
ー
タ
ー
出
力
最
大

３
・
５
ｋ
Ｖ
Ａ　

　

自
己
消
費
量
を
差
し

引
い
た
、
出
力
範
囲
内
で

空
調
室
内
機
の
運
転
と
、

非
常
用
照
明
、
携
帯
充

電
・
テ
レ
ビ
使
用
を
ま
か
な

う
非
常
用
コ
ン
セ
ン
ト
等
の

稼
働
が
可
能
。
医
療
・
福

祉
施
設
で
は
室
温
調
整
で

患
者
・
入
所
者
医
療
・
体

調
管
理
に
大
き
な
威
力
を

発
揮
す
る
。

・
停
電
時
に
発
電
の
み
で

の
運
転
も
可
能

　

停
電
時
に
は
空
調
運

転
Ｏ
Ｆ
Ｆ
で
も
発
電
機
と

し
て
運
転
を
継
続
。

・「
自
立
時
複
数
台
発
電

シ
ス
テ
ム
」搭
載

　

エ
ク
セ
ル
プ
ラ
ス
１
台

で
、ハ
イ
パ
ワ
ー
エ
ク
セ
ル（
バ

ッ
テ
リ
無
、
発
電
機
搭
載
）

を
最
大
３
台
ま
で
起
動

可
能
と
し
た
シ
ス
テ
ム
。
よ

り
安
価
な
コ
ス
ト
で
中
・
大

規
模
施
設
で
の
空
調
・
発

電
を
実
現
。

・
通
常
運
転
時
も
節
電
効

果
　

通
常
時
は
系
統
連
系

で
、
建
物
へ
発
電
電
力
を

供
給
で
き
節
電
効
果
も

発
揮
。

　

以
上
の
よ
う
な
特
徴
を

持
つ
エ
ク
セ
ル
プ
ラ
ス
は
、省

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
・
低
Ｎ
Ｏ

ｘ
の
環
境
に
や
さ
し
い
商

品
特
性
も
備
え
、
自
然
災

害
多
発
時
代
を
迎
え
た

日
本
の
救
助
・
救
急
、
医

療
・
福
祉
活
動
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

確
保
に
貢
献
で
き
る
空
調

機
器
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
。

　

パ
ナ
ソ
ニッ
ク
で
は
、
Ｇ

Ｈ
Ｐ
を
常
に
ベ
ス
ト
な
運

転
状
態
に
保
つ
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
に
お
い
て
は
、
基
本
の

『
定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
』
か

ら
、
修
理
対
応
や
遠
隔
監

視
を
セッ
ト
に
し
た『
フ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
』
ま
で
、
お
客

様
の
ご
予
算
と
ご
希
望
に

合
わ
せ
対
応
し
て
い
る
。

　

ト
ラ
ブ
ル
時
に
は　

時
２４

間
３
６
５
日
受
付
対
応

を
実
施
し
、
運
用
面
か
ら

災
害
対
応
・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
サ

ポ
ー
ト
を
実
現
。

　

さ
ら
に
は
お
客
様
と
当

社
の
遠
隔
監
視
セ
ン
タ
ー
、

全
国
サ
ー
ビ
ス
網
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、
安
心
の

　

時
間
遠
隔
監
視
と
、
予

２４防
保
全
に
よ
る
省
エ
ネ
運

転
継
続
の
ご
提
供
ま
で
可

能
と
し
て
い
る
。

　

国
の
災
害
対
応　
　

　

補
助
金
制
度
の
対
象

　

上
述
の
利
点
・
メ
リ
ッ
ト

が
理
解
さ
れ
、
国
の
災
害

対
応
補
助
金
制
度
で
も
、

環
境
省
「
防
災
・
低
炭
素

化
自
立
分
散
型
設
備
導

入
補
助
金
」、Ｌ
Ｐ
ガ
ス
振

興
セ
ン
タ
ー
「
災
害
バ
ル
ク

補
助
金
」
等
で
、
エ
ク
セ
ル

プ
ラ
ス
が
補
助
対
象
と
さ

れ
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

制
度
の
後
押
し
も
受

け
、
今
後
も
メ
ー
カ
ー
と
し

て
停
電
時
も
安
心
な
非

常
用
発
電
設
備
の
Ｇ
Ｈ

Ｐ
、
エ
ク
セ
ル
プ
ラ
ス
設
置

を
大
き
く
推
進
し
て
い
き

た
い
。

経　産　新　報［災害時にも病院等で活躍するGHP］

災
害
対
応
に
「
電
源
自
立
型
Ｇ
Ｈ
Ｐ

エ
ク
セ
ル
プ
ラ
ス
」
は
有
用
な
切
り
札

病院、社会福祉施設、学校などに災害時にも活躍するＧＨＰを

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク医

療
・
福
祉
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
応
で
貢
献

停
電
時
に
も
発
電
機
と
し
て
運
転
継
続

通
常
時
は
建
物
へ
電
力
供
給
し
節
電
を

国
の
災
害
対
応
補
助
金
制
度
の
対
象
に

ア
イ
シ
ン
精
機

ア
イ
シ
ン
精
機

ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

ヤ
ン
マ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

Ｇ
Ｈ
Ｐ
と
Ｅ
Ｈ
Ｐ
の
メ
リ
ッ
ト
活
か
す
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
空
調

大
手
都
市
ガ
ス
３
社
の
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
と
連
動

Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
る
最
適
運
転
制
御「
ス
マ
ー
ト
マ
ル
チ
」に

ピ
ー
ク
電
力
を
削
減
、省
エ
ネ
、省
コ
ス
ト
に

病
院
空
調
も
学
校
空
調
も
Ｇ
Ｈ
Ｐ
に
お
任
せ

Ｇ
Ｈ
Ｐ
と
Ｇ
Ｈ
Ｐ
チ
ラ
ー
と
マ
イ
ク
ロ
コ
ー
ジ
ェ
ネ
に
よ
る
発
電
で

ピ
ー
ク
時
の
デ
マ
ン
ド
抑
制
や
停
電
時
も
快
適
空
調

病
院
に
お
け
る
理
想
的
な
シ
ス
テ
ム
に

防災・減災、国土強靱化緊急 3カ年対策で
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管
と
固
定
さ
れ
ず
、
重
た

い
給
水
タ
ン
ク
が
動
い
て

配
管
が
壊
れ
、
給
水
タ
ン

ク
の
水
を
全
部
失
い
、
建

物
へ
の
水
の
供
給
が
で
き

な
く
な
っ
た
事
例
が
あ
り

ま
し
た
。

―
―
時
期
が
来
た
ら
更

新
す
る
、
き
ち
ん
と
施
工

す
る
の
は
当
た
り
前
だ

と
思
い
ま
す
が
、
当
た
り

前
よ
り
コ
ス
ト
を
か
け
な

い
方
を
優
先
す
る
風
潮

で
す
ね
。

　

確
か
に
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス

ト
は
上
が
り
ま
す
が
、
更

新
し
な
い
で
放
置
し
た
ま

ま
だ
と
思
わ
ぬ
コ
ス
ト
に

襲
わ
れ
た
り
、
最
悪
信
頼

を
失
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
更
新
す
れ
ば
そ
の
後

の
安
心
が
手
に
入
り
ま
す

し
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
も

少
な
く
て
済
み
、ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
は
安
く
な
り
ま

す
。
緊
急
３
カ
年
対
策
で

自
治
体
か
ら
補
助
金
が

出
ま
す
か
ら
、
今
こ
そ
替

え
時
だ
と
思
い
ま
す
。

　

災
害
拠
点
病
院
、
社
会

福
祉
施
設
、
学
校
、
行
政

機
関
、
集
合
住
宅
、
工
場

な
ど
、
給
水
設
備
を
お
使

い
の
ユ
ー
ザ
ー
様
は
、今
一

度
再
点
検
し
て
い
た
だ

き
、
古
い
製
品
は
新
耐
震

グ
レ
ー
ド
の
製
品
に
お
取

替
え
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

―
―
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

り
ま
し
た
。　

年
前
の
こ

２０

と
で
す
。と
こ
ろ
が
、
旧
耐

震
グ
レ
ー
ド
の
製
品
が
ま

だ
多
数
使
わ
れ
た
ま
ま
の

状
態
で
す
。

　

我
々
協
会
も
そ
れ
相

応
の
地
震
が
来
た
ら
責
任

は
持
て
ま
せ
ん
、
と
お
客

さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
て
い

る
の
で
す
が
、
な
か
な
か

更
新
し
て
い
た
だ
け
ま
せ

ん
。
災
害
拠
点
病
院
や
社

会
福
祉
施
設
、
学
校
だ
け

で
な
く
、
非
常
時
・
緊
急

時
に
給
水
タ
ン
ク
が
使
え

な
い
な
ら
ば
、
何
の
た
め

の
給
水
タ
ン
ク
な
の
か
と

い
う
話
で
す
。
こ
の
あ
た

り
も
国
や
自
治
体
か
ら
、

ユ
ー
ザ
ー
さ
ん
が
き
ち
ん

と
更
新
で
き
る
よ
う
な
施

策
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
す
。

　

同
時
に
、
緊
急
遮
断
弁

シ
ス
テ
ム
を
つ
け
て
い
た

だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
た

い
。水
槽
の
出
水
口（
給
水

側
）
に
装
備
し
、
地
震
災

害
時
に
水
槽
内
の
弁
体
が

自
動
的
に
閉
ま
り
、
水
の

流
出
を
防
止
し
、
大
切
な

生
活
用
水
を
確
保
し
ま

す
。肝
心
な
と
こ
ろ
、必
要

な
と
こ
ろ
だ
け
に
水
を
供

給
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

ま
た
、
設
備
の
施
工
も

き
ち
ん
と
お
願
い
し
ま

す
。
昨
年
大
阪
で
大
き
な

地
震
が
あ
り
ま
し
た
が
、

屋
上
に
設
置
し
た
給
水

設
備
の
手
抜
き
施
工
で
配

多
発
し
て
い
ま
す
。
給
水

タ
ン
ク
が
活
躍
す
る
機
会

が
増
え
る
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
給
水
タ
ン
ク
に
ご
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

停
電
時
に
は
給
水
設

備
の
ポ
ン
プ
も
止
ま
る
、

大
丈
夫
か
と
ご
心
配
さ

れ
ま
す
が
、
病
院
や
重
要

施
設
に
は
非
常
用
自
家

発
電
設
備
が
あ
り
ま
す

し
、
タ
ン
ク
に
は
蛇
口
を

取
り
付
け
て
い
る
製
品
が

あ
り
ま
す
の
で
、
水
の
供

給
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
お
願
い
し
た
い
の

は
、
設
備
に
は
耐
用
年
数

が
あ
り
ま
す
。
給
水
タ
ン

ク
も
経
年
劣
化
で
パ
ネ
ル

自
体
の
強
度
が
劣
化
し
て

い
き
ま
す
。
我
々
は　

年
１５

を
目
安
に
お
取
替
え
を

お
願
い
し
て
い
る
の
で
す

が
、
ま
だ
使
え
る
か
ら
と

い
っ
て
、　

年
以
上
使
用

２０

さ
れ
て
い
る
お
客
さ
ま
が

全
国
で
相
当
数
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。つ
ま
り　

年
で

１５

更
新
す
る
設
備
計
画
に

な
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
い

ざ
と
い
う
時
の
生
活
、
命

を
守
る
給
水
タ
ン
ク
で
す

か
ら
、
国
や
自
治
体
は
こ

の
あ
た
り
の
ル
ー
ル
に
つ
い

て
も
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

も
う
一
つ
は
、
阪
神
大

震
災
後
に
規
準
が
見
直

さ
れ
、
設
計
指
針
が
変
わ

り
新
耐
震
グ
レ
ー
ド
に
な

り
、
水
道
局
か
ら
の
水
の

供
給
だ
け
で
は
間
に
合
い

ま
せ
ん
。
水
の
使
用
量
の

少
な
い
昼
間
や
夜
間
に
水

道
水
を
貯
め
て
お
き
ま

す
。

　

か
つ
て
は
ほ
と
ん
ど
の

建
物
に
給
水
タ
ン
ク
が
地

上
や
屋
上
、
高
層
階
や
中

層
階
な
ど
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
し
た
。し
か
し
、
イ

ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
が
高
い
等

の
理
由
か
ら
、
貯
水
槽
方

式
か
ら
直
結
給
水
方
式

に
切
り
替
り
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
現
在
は
災

害
時
に
水
道
本
管
か
ら
の

給
水
が
停
止
し
た
ら
水
の

供
給
が
完
全
に
停
止
し
て

し
ま
う
こ
と
か
ら
、
あ
ら

た
め
て
貯
水
槽
方
式
が
見

直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

衛
生
面
で
の
心
配
は
無

用
で
す
。
タ
ン
ク
の
水
は

安
全
な
水
道
水
で
す
し
、

Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
、ス
テ
ン
レ
ス
製

と
も
飲
料
水
と
し
て
清
潔

な
水
を
提
供
す
る
こ
と
を

使
命
に
我
々
メ
ー
カ
ー
は

製
品
を
提
供
し
て
い
ま
す

し
、
日
々
水
を
入
れ
替
て

新
し
い
水
道
水
が
貯
ま
る

よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。

―
―
国
土
強
靭
化
緊
急

３
カ
年
対
策
で
、
災
害
拠

点
病
院
等
に
は
、
２
０
２

０
年
度
ま
で
に
給
水
タ

ン
ク
増
設
な
ど
の
強
化

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
大
き
な
災
害
が

―
―
大
災
害
時
に
も
給

水
設
備
が
あ
る
病
院
、
学

校
な
ど
は
安
心
で
す
ね
。

　

給
水
設
備
は
、
大
量
に

水
を
使
用
す
る
公
共
建

築
物
か
ら
マ
ン
シ
ョ
ン
、
病

院
、
学
校
、
工
場
等
に
数

多
く
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
時
的
に
水
道
水
を

タ
ン
ク
に
貯
水
し
、
常
時

こ
こ
か
ら
各
ユ
ー
ザ
ー
に

使
用
す
る
分
だ
け
水
を

供
給
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
テ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
は
、シ
ャ
ワ
ー
な
ど
で
同

じ
時
間
帯
に
大
量
に
水

を
使
用
す
る
こ
と
が
あ

災害拠点病院等には給水設備増設などを強化
　

一
般
社
団
法
人
リ
ビ
ン
グ
ア
メ
ニ
テ
ィ
協
会
（
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ａ
）
は
、
住
宅
設
備
お
よ
び
建
材
に
関
わ
る

企
業
・
団
体
で
構
成
さ
れ
る
法
人
。
快
適
な
住
空
間
の
提
供
を
め
ざ
し
、
調
査
研
究
や
情
報
の
収
集
・

発
信
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
国
の
国
土
強
靭
化
緊
急
３
カ
年
対
策
で
は
、
災
害
拠
点
病
院
等

に
は
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
給
水
設
備
増
設
な
ど
の
強
化
が
示
さ
れ
た
。
同
協
会
を
訪
ね
、共
同
設
備

部
会
・
給
水
タ
ン
ク
委
員
会
の
工
藤
委
員
長
と
山
下
副
委
員
長
に
話
を
伺
っ
た
。

（
聞
き
手
/
本
紙
代
表
・
高
橋
常
郎
）

一
般
社
団
法
人
リ
ビ
ン
グ
ア
メ
ニ
テ
ィ
協
会

一
般
社
団
法
人
リ
ビ
ン
グ
ア
メ
ニ
テ
ィ
協
会

給
水
タ
ン
ク
委
員
会

　

委
員
長

工
藤　

佳
一
氏

（
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
イ
ン
フ
ラ

テ
ッ
ク
株
式
会
社　

平
塚
事

業
所　

タ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
マ

ネ
ジ
ャ
ー
）

給
水
タ
ン
ク
委
員
会

　

副
委
員
長山

下　

聡
志
氏

（
積
水
ア
ク
ア
シ
ス
テ
ム
株

式
会
社　

タ
ン
ク
シ
ス
テ
ム

事
業
部　

開
発
企
画
部
長
）

停電時にも水の供給は止まらない
給水設備の耐用年数は 15 年を目安
緊急遮断弁システムでさらに安心に

写真は、三菱ケミカルインフラテック社製のＦＲＰ製パネル型高置水槽・受水槽（ヒシタンク� Ｇパネル型）。
高い品質と耐震性が特徴のＦＲＰ製水槽だ。（ALIA　ホームページより転載）

図
は
、
旧
耐
震
グ
レ
ー
ド
と
新
耐
震
グ
レ
ー
ド
の
比
較
年
表

（
提
供：

積
水
ア
ク
ア
シ
ス
テ
ム
）

新
耐
震
グ
レ
ー
ド
製
品
に
取
替
え
を

災
害
拠
点
病
院
、社
会
福
祉
施
設
、

学
校
、行
政
機
関
、集
合
住
宅
、工
場
な
ど

防災・減災、国土強靱化緊急 3カ年対策で

水槽の仕様変遷
耐震性から見て取替が必要

耐久性から見て取替が必要 1993 年（25年前後）

設計対応年数 2003 年
1996 年 （15年）

スロッシング対策製品

セキスイパネルタンク耐震補強構造の推移

［災害時にも病院等で活躍する給水設備］

緊急遮断弁
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化
・
発
展
を
め
ざ
し
ま

す
。

　

医
療
機
器
産
業
は
日

本
経
済
の
成
長
の
柱
の

一
つ
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
画

像
医
療
シ
ス
テ
ム
産
業
は

国
際
的
に
競
争
可
能
な

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
国
の
政
策
等
と

連
携
す
る
こ
と
で
産
業

成
長
を
リ
ー
ド
し
日
本

及
び
世
界
の
医
療
へ
更

な
る
貢
献
が
出
来
る
分

野
で
も
あ
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ａ
は
今
後
も

社
会
環
境
の
変
化
に
対

応
し
、
医
療
現
場
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
技
術
や
製

品
を
い
ち
早
く
提
供
す

る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
築

い
て
き
た
環
境
・
基
盤
に

加
え
て
、
今
後
必
要
と
さ

れ
る
環
境
作
り
に
向
け

た
政
策
や
規
制
へ
の
提
言

を
行
う
と
と
も
に
、関
係

さ
れ
る
方
々
に
有
用
な

情
報
の
提
供
・
共
有
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ａ

の
活
動
に
変
わ
ら
ぬ
ご

理
解
と
ご
支
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
か

ら
６
年
を
経
過
し
た
今
、

社
会
環
境
や
世
界
情
勢

の
変
化
、
人
工
知
能
を
は

じ
め
と
す
る
医
療
に
関

係
す
る
技
術
の
進
展
状

況
を
鑑
み
、
次
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
２
０
２
５
年
と

し
た「
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ａ
画
像
医

療
シ
ス
テ
ム
産
業
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
５
」を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
産
業
ビ
ジ

ョ
ン
２
０
２
５
を
会
員

企
業
や
産
業
界
、医
療
関

係
者
、官
、学
、国
民
、お

よ
び
海
外
の
関
係
者
に

示
し
、
理
解
・
共
有
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
Ｊ
Ｉ

Ｒ
Ａ
の
工
業
会
活
動
の

方
向
付
け
と
活
性
化
を

図
り
、
産
業
の
更
な
る
強

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ａ
産
業
ビ
ジ

ョ
ン
は
、
画
像
医
療
シ
ス

テ
ム
産
業
の
将
来
像
を

描
き
、
そ
の
実
現
の
た
め

の
方
向
性
や
目
標
を
定

め
る
も
の
で
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ａ
は
２
０
１

３
年
に
、
２
０
２
０
年

を
見
据
え
た「
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ａ

画
像
医
療
シ
ス
テ
ム
産
業

ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
０
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ａ
画
像

医
療
シ
ス
テ
ム
産
業
ビ
ジ

ョ
ン
２
０
２
０
を
基
本

戦
略
と
し
て
、
毎
年
の
活

動
計
画
を
策
定
し
、こ
れ

に
沿
っ
た
活
動
を
推
進

す
る
こ
と
で
多
く
の
成

果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

２
５
年
問
題
に
向
け
て

社
会
保
障
等
の
改
革
を

進
め
る
と
と
も
に
、
団
塊

ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
高
齢
者

と
な
る
２
０
４
０
年
を

見
据
え
た
具
体
的
な
施

策
の
検
討
も
進
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
日
本
だ
け
で
は

な
く
世
界
各
国
で
も
同

様
に
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
政
治
や
経
済
等
の

情
勢
も
変
化
し
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
、今
回
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ａ
画

像
医
療
シ
ス
テ
ム
産
業
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
２
０
を
更

新
し「
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ａ
画
像
医

療
シ
ス
テ
ム
産
業
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
５
」を
策
定
し

の
課
題
の
解
決
に
つ
い

て
、
国
と
し
て
総
力
を
上

げ
て
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
、
健
康
寿
命
の

延
伸
、
人
生
百
年
時
代
、

働
き
方
改
革
と
い
っ
た

テ
ー
マ
を
掲
げ
て
２
０

　

人
口
構
成
の
急
激
な

変
化
に
よ
り
、日
本
は
超

高
齢
社
会
と
な
り
社
会

構
造
も
大
き
く
変
化
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な

い
、
顕
在
化
し
て
い
る
社

会
保
障
費
の
増
大
や
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
等

経　産　新　報［ＪＩＲＡ画像医療システム産業ビジョン 2025］

ズ
ド
・
メ
デ
ィ
シ
ン
）の
分
野

も
今
後
ま
す
ま
す
進
歩
・

発
展
し
て
い
く
。

　

こ
の
新
し
い
領
域
に
つ
い

て
も
画
像
医
療
シ
ス
テ
ム
で

培
っ
た
技
術
の
応
用
や
展

開
を
進
め
、
従
来
の
画
像

検
査
・
診
断
・
治
療
分
野
の

外
側
に
も
新
し
い
画
像
検

査
・
診
断
シ
ス
テ
ム
を
活
用

で
き
る
産
業
分
野
の
開
拓

を
進
め
て
い
く
。

第
２
の
ビ
ジ
ョ
ン

　

革
新
的
な
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
に
よ
り
医
療
の

質
向
上
と
医
療
機
器
産

業
拡
大
に
貢
献
し
て
い
く
。

　

画
像
医
療
シ
ス
テ
ム
産

業
へ
の
人
工
知
能
・
医
療

Ｉ
ｏ
Ｔ
・
医
療
ビッ
グ
デ
ー

タ
・
次
世
代
通
信
技
術
等

の
活
用
促
進
に
よ
り
以
下

に
貢
献
し
て
い
く
。

　

●
臨
床
知
の
創
出
と
診

療
支
援
技
術
の
拡
大
、
診

断
と
治
療
の
連
動
、
医
療

の
効
率
化

　

●
遠
隔
医
療
、
地
域
包

括
連
携
、
診
療
・
治
療
情

報
の
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
実

現
、予
防
・
健
康
増
進
・
介

護
等
の
関
連
産
業
創
出

　

革
新
的
な
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
進
展
に
よ
り
、
画
像

医
療
シ
ス
テ
ム
産
業
の
姿
も

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
。

　

画
像
医
療
シ
ス
テ
ム
産

業
は
Ｘ
線
撮
影
に
よ
る
画

像
診
断
装
置
か
ら
始
ま

り
、
近
年
で
は
医
療
Ｉ
Ｃ

Ｔ
推
進
の
取
り
組
み
を
重

点
化
し
、
医
療
情
報
の
利

活
用
や
そ
れ
に
伴
う
個
人

情
報
保
護
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応
等
の
課

題
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

今
後
は
人
工
知
能
や
医

療
ビッ
グ
デ
ー
タ
等
の
利
活

用
の
促
進
に
よ
り
、
画
像

診
断
支
援
、
患
者
／
医
師

の
負
担
軽
減
、
新
た
な
診

断
方
法
や
治
療
方
法
に
よ

る
診
断
と
治
療
の
連
動
、

さ
ら
に
は
医
療
の
効
率
化

も
含
め
て
、
画
像
医
療
シ
ス

テ
ム
産
業
が
新
た
な
時
代

構
築
の
先
駆
け
と
な
っ
て
い

く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

そ
の
構
築
に
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ａ

は
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い

く
。

　

ま
た
、こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
に
お
い
て
諸
外
国
に
遅

れ
を
と
る
こ
と
な
く
、
産
官

学
の
連
携
を
深
め
、
関
係

者
が
一
丸
と
な
っ
て
、
人
工

知
能
を
は
じ
め
と
し
た
新

た
な
画
像
医
療
シ
ス
テ
ム
産

業
の
発
展
・
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

さ
ら
に
は
、
医
療
Ｉ
ｏ

Ｔ
・
次
世
代
通
信
の
技
術

等
に
よ
り
、
関
連
産
業
も

含
め
た
地
域
包
括
を
実
現

す
る
分
野
へ
も
積
極
的
に

参
画
し
、
既
存
の
画
像
医

療
シ
ス
テ
ム
等
の
技
術
開

発
と
合
わ
せ
て
早
期
診

断
・
早
期
治
療
お
よ
び
低

侵
襲
の
医
療
、
遠
隔
医
療

の
実
現
等
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に

寄
与
し
、
医
療
現
場
の
効

率
化
や
患
者
様
お
よ
び
医

療
従
事
者
の
安
全
安
心
へ

大
き
く
貢
献
し
て
い
く
こ
と

を
め
ざ
す
。

第
３
の
ビ
ジ
ョ
ン

　

日
本
の
優
れ
た
医
療
、

医
療
シ
ス
テ
ム
を
世
界
に

提
供
し
貢
献
し
て
い
く
。

　

画
像
医
療
シ
ス
テ
ム
・

サ
ー
ビ
の
国
際
展
開
に
必

要
な
国
際
整
合
、
地
域
別

貢
献
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル
市

場
で
の
事
業
拡
大
を
実
現

す
る
た
め
に
め
ざ
す
姿
を

「
画
像
医
療
シ
ス
テ
ム
産
業

が
め
ざ
す
社
会
・
医
療
・
産

業
へ
の
４
つ
の
貢
献
」
と
し

て
ま
と
め
た
。

　

①
社
会
の
変
化
に
先
駆

け
た
世
界
を
リ
ー
ド
す
る

医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実

現
　

②
革
新
的
な
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
活
用
に
よ
り
、
医

療
の
質
向
上
と
医
療
機
器

産
業
拡
大

　

③
日
本
の
優
れ
た
医

療
、
医
療
シ
ス
テ
ム
を
世
界

に
提
供

　

④
社
会
・
自
然
環
境
の

変
化
に
適
応
し
た
シ
ス
テ
ム

の
提
供
に
よ
り
、安
全
・
安

心
で
安
定
し
た
医
療
を
実

現
。

　

こ
れ
ら
が
「
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ａ

画
像
医
療
シ
ス
テ
ム
産
業

ビ
ジョン
２
０
２
５
」
で
あ

る
。

　

産
業
界
と
し
て　
　
　

　

め
ざ
す
姿　
　
　
　

　

ビ
ジ
ョ
ン
へ
の
展
開　

　

に
つ
い
て

第
１
の
ビ
ジ
ョ
ン

　

社
会
の
変
化
に
先
駆
け

た
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
医

療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現

す
る
。

　

社
会
の
動
向
（
少
子
高

齢
、個
別
化
医
療
等
）に
マ

ッ
チ
し
た
高
精
度
・
高
機

能
、低
侵
襲
の
画
像
診
断
・

治
療
等
の
技
術
探
求
と
創

造
に
よ
り
、
以
下
を
実
現

す
る
。

　

●
予
防
・
診
断
・
治
療
の

連
携
強
化
と
、
早
期
診

断
・
低
侵
襲
治
療
に
よ
る

健
康
寿
命
の
延
伸

　

●
新
た
な
医
療
産
業
分

野
と
連
動
し
た
画
像
医
療

シ
ス
テ
ム
産
業
の
強
化
・
拡

大
　

日
本
は
、セ
ン
シ
ン
グ
・
画

像
処
理
・
診
断
支
援
な
ど

の
技
術
分
野
で
先
進
的
な

研
究
・
開
発
を
推
進
・
活

用
し
て
画
像
診
断
・
検
査

分
野
に
お
け
る
革
新
的
な

画
像
医
療
シ
ス
テ
ム
を
開

発
・
商
品
化
し
て
き
た
。

　

一
方
で
、
少
子
高
齢
社

会
の
課
題
で
あ
る
健
康
寿

命
の
延
伸
を
支
援
す
る
た

め
に
は
、
予
防
〜
診
断
〜

治
療
な
ど
広
範
な
分
野
で

の
シ
ス
テ
ム
連
携
が
必
要
に

な
る
。ま
た
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ

ム
か
ら
収
集
し
た
多
種
多

様
・
大
量
の
情
報
を
分
析

し
、新
し
い
視
点
を
提
供
す

る
た
め
に
、機
械
学
習
や
深

層
学
習
な
ど
の
技
術
の
実

用
化
も
重
要
な
課
題
に
な

る
。

　

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た

め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た

医
療
連
携
基
盤
の
整
備
や

機
械
学
習
や
深
層
学
習

等
の
人
工
知
能
関
連
技
術

の
開
発
や
商
品
化
の
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

さ
ら
に
、
生
体
／
遺
伝

子
工
学
技
術
を
応
用
し
て

個
人
の
包
括
的
な
医
学
情

報
に
応
じ
た
最
適
な
診

断
・
治
療
を
提
供
す
る
個

別
化
医
療
（
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ

　　

画
像
医
療
シ
ス　
　
　

　

テ
ム
産
業
の
特
徴　
　

　

と
め
ざ
す
姿

　

画
像
医
療
シ
ス
テ
ム
産

業
に
は
、
以
下
の
４
つ
の
特

徴
が
あ
る
。

　

①
低
侵
襲
な
早
期
診

断
・
治
療
に
大
き
く
寄
与

し
、他
技
術
と
連
動
し
て
よ

り
高
度
な
医
療
を
提
供
す

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
。

　

②
画
像
診
断
を
中
心

に
、予
防
・
健
診
・
診
断
・

治
療
ま
で
の
医
療
技
術
の

柱
と
な
り
、広
く
健
康
・
医

療
を
支
え
て
い
る
。

　

③
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
早

い
時
期
か
ら
取
り
込
み
、医

療
技
術
の
高
度
化
、
医
療

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
等
を

リ
ー
ド
し
て
い
る
。

　

④
日
本
の
優
れ
た
技
術

（
高
精
度
、
高
品
質
等
）の

推
進
に
よ
っ
て
国
際
競
争

力
を
持
ち
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
を
コ
ア
と

し
て
、
画
像
医
療
シ
ス
テ
ム

産
業
の
将
来
の
医
療
へ
の

「「
画
像
医
療
シ
ス
テ
ム
産
業
ビ
ジ
ョ
ン

画
像
医
療
シ
ス
テ
ム
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
５

２
０
２
５
」に
つ
い
て

」に
つ
い
て

一
般
社
団
法
人

日
本
画
像
医
療
シ
ス
テ
ム
工
業
会

（
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）

　

会
長

新
延　

晶
雄

画
像
医
療
シ
ス
テ
ム
産
業
の
将
来
像
を
描
き

そ
の
実
現
の
た
め
の
方
向
性
や
目
標
を
定
め

国
の
政
策
等
と
連
携
し

日
本
と
世
界
の
医
療
へ
更
な
る
貢
献
を
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「
画
像
医
療
シ
ス
テ
ム
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２

５
」で
は
、世
界
・
日
本
の
将
来
を
見
据
え
た
医

療
、社
会
環
境
の
変
化
を
ベ
ー
ス
に
、画
像
医
療

シ
ス
テ
ム
産
業
が
将
来
の
医
療
に
貢
献
し
、
か
つ

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
の
事
業
拡
大
を
実
現
し
て
い

く
た
め
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
「
産
業
と
し
て
の
特

徴
」
と
「
め
ざ
す
姿
」
の
視
点
か
ら
ま
と
め
て
い

る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
部
抜
粋
）
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規
制
対
応
に
よ
り
以
下
を

め
ざ
す
。

　

●
日
本
の
医
療
シ
ス
テ

ム
の
海
外
展
開
の
加
速
に

よ
る
世
界
の
医
療
へ
の
貢

献
　

●
医
療
機
器
お
よ
び
関

連
産
業
の
輸
出
拡
大

　

画
像
医
療
シ
ス
テ
ム
・

サ
ー
ビ
ス
の
国
際
展
開
に
は

医
療
機
器
規
制
に
関
す
る

国
際
整
合
へ
の
適
応
と
世

界
各
地
の
医
療
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
画
像
医
療
シ
ス
テ
ム

の
提
供
が
必
要
と
な
る
。　

　

Ｉ
Ｍ
Ｄ
Ｒ
Ｆ
（
国
際
医

療
機
器
規
制
当
局
フ
ォ
ー

ラ
ム
）や
Ｄ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ａ
（
国

際
画
像
診
断
治
療
機
器

業
界
会
議
）への
参
加
、
国

際
的
な
規
制
当
局
や
業
界

団
体
と
の
連
携
に
よ
り
、

世
界
の
各
地
域
と
日
本
の

双
方
に
有
益
と
な
る
地
域

別
規
制
へ
の
対
応
を
推
進

す
る
。

　

ま
た
、日
本
の
医
療
の
国

際
展
開
の
た
め
に
は
官
、医

療
機
関
、
医
療
系
学
会
・

ア
カ
デ
ミ
ア
、
産
業
界
に
よ

る
連
携
が
必
要
と
な
る
。こ

の
連
携
の
取
り
組
み
に
も

積
極
的
に
参
画
し
て
い
く
。

第
４
の
ビ
ジ
ョ
ン

　

社
会
・
自
然
環
境
の
変

化
に
適
応
し
た
シ
ス
テ
ム
を

提
供
し
て
い
く
。

　

厳
し
さ
の
増
す
社
会
・

自
然
環
境
の
変
化
に
迅
速

か
つ
的
確
に
適
応
し
た
製

品
の
開
発
促
進
に
よ
り
、

以
下
を
め
ざ
す
。

　

●
優
れ
た
環
境
性
能

（
省
エ
ネ
、
小
型
、ユ
ー
ザ
ビ

リ
テ
ィ
等
）
を
持
ち
、
緊
急

時
に
も
持
続
可
能
な
医
療

を
提
供

　

●
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上

の
脅
威
に
耐
え
う
る
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保

　

日
本
の
医
療
技
術
・
医

療
機
器
シ
ス
テ
ム
は
「
安

全
・
安
心
で
安
定
し
た
医

療
の
実
現
」
に
貢
献
し
て
い

る
。今
後
は
、労
働
人
口
減

少
に
と
も
な
う
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
課
題
や
温
暖
化
等

の
地
球
環
境
の
変
化
に
起

因
す
る
災
害
等
に
適
応
で

き
る
シ
ス
テ
ム
の
提
供
が
よ

り
一
層
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
医
療
画
像
シ
ス

テ
ム
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
は
重
要

度
を
増
し
、
厳
し
い
管
理

基
準
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
、以
下
を
進
め

て
い
く
。

・
電
力
供
給
と
Ｃ
Ｏ
2
排

出
削
減
に
起
因
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
へ
対
応
し
た
環

境
負
荷
の
低
い
省
エ
ネ
型

シ
ス
テ
ムへの
移
行
を
推
進

・
近
年
、多
様
化
・
巧
妙
化

す
る
サ
イ
バ
ー
ア
タ
ッ
ク
等

に
よ
る
個
人
情
報
の
漏

洩
・
滅
失
又
は
毀
損
を
防

止
す
る
技
術
の
実
装
や
シ

ス
テ
ム
開
発
を
実
施

・
労
働
人
口
の
減
少
を
補

完
す
る
た
め
に
医
療
従
事

者
の
生
産
性
向
上
に
寄
与

す
る
機
能
の
拡
充
を
実
現

　

Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ａ
は
、
日
本
の

代
表
的
な
医
療
機
器
産

業
団
体
の
一
つ
と
し
て

「
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ａ
画
像
医
療
シ

ス
テ
ム
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
２

０
２
５
」
で
描
い
た
産
業

の
姿
の
実
現
に
向
け
て
、

画
像
医
療
シ
ス
テ
ム
関
連

産
業
を
強
力
に
牽
引
し
て

い
く
。

2025 年2025 年
画像医療システム産業がめざすビジョン画像医療システム産業がめざすビジョン

○画像医療システム産業の特徴
1. 低侵襲な早期診断・治療に大きく寄与し、他技術と連動してより高度な医療を提供するポテンシャルを持つ。
2. 画像診断を中心に、予防・健診・診断・治療までの医療技術の柱となり、広く健康・医療を支えている。
3. デジタル技術を早い時期から取り込み、医療技術の高度化、医療ソフトウエア開発等をリードしている。
4. 日本の優れた技術（高精度、高品質等）の推進によって国際競争力を持ち、グローバルに事業を展開している。

画像医療システム産業の特徴を核として画像医療システム産業の特徴を核として
①医療への貢献、②産業拡大①医療への貢献、②産業拡大

を実現するを実現する

第 1のビジョン第 1のビジョン
社会の変化に先駆けた世界をリードする医療イノベーションを実現社会の変化に先駆けた世界をリードする医療イノベーションを実現

第 2のビジョン第 2のビジョン
革新的なデジタル技術の活用により、医療の質向上と医療機器産業拡大に貢献革新的なデジタル技術の活用により、医療の質向上と医療機器産業拡大に貢献

第 3のビジョン第 3のビジョン
日本の優れた医療、医療システムを世界に提供し貢献日本の優れた医療、医療システムを世界に提供し貢献

第 4のビジョン第 4のビジョン
社会・自然環境の変化に適応したシステムの提供により、安全・安心で安定した医療を実現社会・自然環境の変化に適応したシステムの提供により、安全・安心で安定した医療を実現

○社会の動向（少子高齢、個別化医療等）にマッチした高精度・高機能、低侵襲の画像診断・治療等の技術探求
と創造により、以下を実現する。
● 予防・診断・治療の連携強化と、早期診断・低侵襲治療による健康寿命の延伸
● 新たな医療産業分野と連動した画像医療システム産業の強化・拡大

○画像医療システム産業へのAI、医療 IoT、医療ビッグデータ、次世代通信技術等の活用促進により、以下に
貢献する。
● 臨床価値の創出と診療支援技術の拡大、診断と治療の連動、医療の効率化
● 遠隔医療、地域包括連携、診療・治療情報のポータビリティ実現、予防・在宅等の関連産業創出

○画像医療システム・サービスの国際展開に必要な国際整合地域別規制対応により、以下をめざす。
● 日本の医療システムの海外展開の加速による世界の医療への貢献
● 医療機器および関連産業の輸出拡大

○エネルギー問題、サイバーアタック、自然災害、就労人口変化等に適応した画像医療システムの開発促進によ
り、以下をめざす。
● 優れた環境性能（省エネ、小型、ユーザビリティ等）を持ち、緊急時も持続可能な医療の提供
● 医療ネットワーク上の脅威に耐えうるサイバーセキュリティの確保
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